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東北横断自

のです。すでに秋

し供用され

の路線上には、多くの潰跡の

秋田県教育委邑会では九平成 2年から

ることが確認されており、

って、;遺跡の発掘調

おります。

しました山内村上谷地遺跡、の調

を実施して、

平成4

をまとめたものであります。

埋蔵文化財の保護に広く活問され、郷土の歴史や文化財を

研究する資料として¥多くの方々にご利用いただければ幸に存じます。

最後に、本調査の実施および本書の刊行に際し、御協力を賜りまし

た日本道路公団仙台建設局、山内村@山内村教育委員会、横手市教育

増出

に対し厚く御礼申し上げます。

をはじめ、関係各位
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1.本書は、東北横断臼動車道秋田線建設事業に係る埋蔵文化財充抑制査報告書である

2. 本昔日、第 l 章第 l 節、第 2 章第 2 節、第 6 市:を i添いて利点!Ht~が執筆した口

3. 第2章第 2節の「地形と地質」は板垣誼俊氏、第 6章第 1tiiJの「土谷地遺跡の考古地磁気

は、西谷忠師先生から原稿を賜った。

4. 第ら章の科学分析のうち、第 2節は学習院大学年代測定主に、第 32おはノぐりノ§サーウェ

イ株式会社に依頼した。

5. 堆積土の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修@財団法人百本色彩研究所色票

監修『新版標準土色111占』に拠った。

6. 遺跡は沢筋によって分断されるため、 A(西側). B (東側)二地区に分けて記述しである 0

7. 本書の作成にあたり以下の方々の協力を得た。記して謝意を表す。

合JI!晴子、大竹憲治、堤隆、件l出茂司、平野真一、山口 昔、錦員邦男

凡 例

1.;遺構.J毒物には、下記の記号を用いである。

S 1 • ..竪穴住居跡 S B • .掘立柱建物跡 S R • .土器埋設遺構

S N • .崖外炉@焼土遺構@炭焼成遺構 S K T • .陥し穴状遺構

S K F • .フラスコ状土坑 S K. .土坑@土墳墓 S V • .石器集中部

s S • ・石器製作跡 S K P • ・ピット S D • .溝状遺構

S X • ・性格不明遺構 S • .磯 c . ・炭化物層

2. 挿図中の造物番号は、遺構の内外を問わず土器@石器ごとの通し番号にしてあり、その番

号は図版中の遺物番号と対応している。その際、石器の番号にはSを付しであるO

3.遺構の縮尺は1/40を基本とした。遺物の縮尺は、土器では拓本が1/3で他を主に1 と

し、石器では主に剥片石器を1/2で磁石器を1/3とした。但し、特別に縮尺を与えるもの

は、その都度表記した0

4. 挿図仁!こ!に使用したスクリントーンは、以下の通りである。

j遺構以外 焼一上 Jftけ面 -
!
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第 1章はじめに

第 1節 に全るまで

東北横断[~動車道秋田線;土、首都留への時間短縮と児内の!時上交通体系の改善など、地域の

生詫活動と{主民生活に必要な情報や資源の交流を促進することを呂的に計画された高速道路で

ある。 道路は、東北自動車道から岩手県北上市で分岐し、横手市一大出市を経て秋田市に至る

総延長108kmiこ速する。このうち、秋田 横手間57.4kmについては、昭和53年11月の第 8次施

行命令によって具体化し、既に平成 3年 7月に供用が開始されている。

秋田一横手間の道路計画路線内に存在する合計27遺跡の発掘調査は、昭和60年~平成元年に

実施され、それぞれに報告書が刊行されている。

横手インタ-.チェンジ (1 • C)以東の横手一湯田間19.7krnについては昭和61年 3月に第

9次施行命令が下された。これに伴い昭和62年 3月には、日本道路公団仙台建設局長から秋田

県教育委員会教青長あてに、道路計画路線内に所在する埋蔵文化財包蔵地の分布調査の依頼が

あった。これを受けて秋田県教育委員会では、昭和62年 5月と同63年 6月に遺跡分布調査を実

施し、平鹿郡山内村の計画路線内に11遺跡が存在することを報告した。また、横手 1• C以東

の横手市分についての分布調査は、横手~秋田間の分布調査と同時に、昭和56年と同58年に実

施され、 4遺跡の存在することが報告されていた。これら計画路線上に存在する合計15遺跡の

取り扱いについては、昭和60年の日本道路公団と秋田県教育委員会の合意、を踏襲することとし

た。 15遺跡は横手 1• Cから北上市側に、柳田 1・柳田立@小松原@新町遺跡(以上、横手市)、

茂竹沢@小田亜@小田n.小田 1・虫内n.虫内 1.岩瀬@

(以上、山内村)であるO

@相野々@上谷地@越上遺跡

発掘調査に先立って、横手市分として昭和62年には柳田 1・柳田E遺跡、平成元年には小松

原遺跡西半部、平成 2年には小松原遺跡東半部と新町遺跡南半部、平成 3年には新町遺跡北半

部の範i羽確認調査を実施した。その結果、柳田 1・柳田n・小松原遺跡については遺跡、の範囲

が計画路線に及んでおらず、また新町遺跡北半部については宅地造成などによる撹乱が著しく

追構等が遺存していないため、これらは発掘調査の必要がないと判断した。

山内村分の追跡範囲確認調査は、平成 2年に虫内 I遺跡、平成3年に茂竹沢。虫内II• 

立 5 )泣上遺跡、平成 4壬|ょに小av.小田IV.虫内車 a相野々。上谷地遺跡についで

した。その結果、仁IJ島ベ;日野々 a 力石H遺跡については遺跡の範囲が計画路線内には及ば

ないことから調査が不要となった。なお平成 2年に、虫内 I遺跡の南東側と虫内E遺跡の西側、



1陣要ご?鞍部ω輩出J 古瞬間 l
(I[ιf"P，¥，1 6 八日1'[1

[ f(lif:i日 IIIbr1if:i 

け
一
克
己
主

C'.J 

保
[
時



節 調布 の斜i犠と構成

れ、この 3つり地点にも
j 

Q (_  および

立 fl を ~U[)q 翁 IJ、fllIV遺跡¥. とがわ]1りJL tこことから、

は、右手県{WJから

9.ì去~~;と

rっている。これらのことから、道山内

巷虫内m.虫1)'11 .虫i斗IIa 小H1lV

なったのである

9 勺 ~1、

1-.谷地@虫内

込)
一一
、

πμ山一ム 4 'r!:(二(土

1 遺跡の一郎、小IT!rv泣跡、一干~I~長 5 にはIJ\nlV遺跡、虫内 I 追跡

右持活追跡の残り部分が実施されているO また、これらの追跡のうち、新IlIT遺跡、茂竹

沢遺跡、虫内日遺跡、 IDI二遺跡の発掘調査報告書'が平成 5年 3月に公にされている。

2節調査の組織と構成

跡名

跡 所 在 地

1~1 問

調杏雨

主{本

門 指 導 員

土谷地追跡

秋田県平鹿郡山内村平野沢字上谷地117外

'-p_成 4年 4月27EI，....._11月初日

8.500rrf 

秋田県教育委員会

直俊(由利郡鳥海fIlT立JlI内中学校教諭)

岡村 道雄(え;化庁記念物諜文化財主任調査官)

小林達雄(国学院大学文学部教授)

つ
け



第 l章はじめに

増田町教育委員会、十文字町教育委員会、平鹿町教青委員会

言.i

1 ・秋田県教育委員会『東北横断自動車道秋田線発掛調査報告書 I~疋J 秋田県文化財調荷報告書

第150・166.180.186.189.印刷191.205.206.207-209集 1986~ 1991 (昭和61~平成 3 "'=1二)

2 :秋田県教育委員会「遺跡、詳細分布調査報告書J秋田県文化財調査報告古第179集

1989 (平成元年)

3:秋田県教育委員会『遺跡詳細分布調査報告書J秋旧県文化財調査報告書:第93集

1982 (昭和57'tf)

11 秋山県教育委員会「追跡詳細分布剥査報告書J 秋 1:11県文化H~ 剥寄報台書第201集

1990 (半成 2年)

秋府県教育委員会『這跡詳細分布調査報告書J秋田県文化財調査報告書第217集

1991 (平成 3年)

6 :秋田県教育委員会「遺跡詳細分布調査報告書J秋田県文化財調査報告書第226集

1992 (平成 4年)

7 :前述の小FH1 .小田豆@小|壬1m遺跡については、横断道の分布調査の際に付した遺跡名が、既

に別のj喜跡、として追跡地i三!に笠@.止されていたことが判明したこと、地形的には守つの追跡とする

のが去当であること等から、これをまとめて小IIIV遺跡とした。

8 :秋田県教育委員会!F'.cj;'_IL，.ほhl!乙市恥古官 ιI，rn伯尚川沿hk相伴す叩

秋山県文化財調査報告書第232集 1993 (平成 5年)

9 秋田県教育委員会 f東北横断1'1重7Jlt:道束手[lf*111線発掘剥査報告書Xill-茂竹沢追跡、…

秋田県文化財調杏報侍胃:第23~集 199，3 (平成 5年)

10 : T1<川県教育委員会「東北横断臼動車道秋田線充侃調査報告書XN 虫内H遺跡 J

秋田県文化財調査報告書;第234集 1993 (平成 5年)

11 ・秋山県教育委員会 f東北横断自動 jlî.j立秋山線完fjíll~，~1奇報白書XV 越上遺Mijj;-j

秋 i出土けtけ~I~県尽弔占文化 i財iはは~.制査報告書第2355朱長 1993 平lド三b成え 51年1工王7三.)) 
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第 2京遺跡の立地と環境

第 l節遺跡の立地

L芥地追跡は、奥羽脊梁山脈i子Liff!iJの標高200'""-'400mのは!日二n し、 JR東日本北上線1;EI野

々~)~の南東約1.21叩

流れる横手)11

している。遺跡は、南東から北開に両岸を深く削って蛇行しながら

あり、ノ二竺森 (368m)の南側山麓緩斜面上および山地裾の緩傾斜面に

立地するO 遺跡における天竺森南側の111麓緩斜面は、 111地仁1::1腹から南側にせり出したテラス状と

なっている。このテラス状の緩斜面は、東側を鋭く切り込むV字状の谷、西側を浅lilj¥谷によっ

て画されており、横手川に面する南側は段丘崖状の急斜面となっているO このため、 UJ麓緩斜

面全体の規模は、東西@南北が各々130mで、平面形は北を原点とする正三角形を呈する。標

は北端で162m、南端で、144mほどであるが、正三角形の頂点の lつである南西側は、東側よ

りも一段低い緩斜面となっており、その中J心部の標高は140mである。

また、上記山麓緩斜面の西側にある山地裾の緩傾斜面は、小谷の出|二lにあたり、山地裾部か

ら沖積段丘にI2iJかつて緩やかに低くなっている。

の転換部で118mである。

第 2節地形と地質

1 地形と地質の概況

1. はじめに

は、緩傾斜面頂部で134m、沖積段丘へ

ここで扱う地域は第 2図に示したとおりである。本地域は山内村の西端に位置し、 4km四方

の地域であるO 本地域には33笛所の遺跡が確認されているが、その中で 8遺跡が東北自動車道

秋田線建設事業に係わる発掘調査の対象となっているO

2.地形の概況

本地域は雄物川の支流である横手川とその支流黒沢)11 .武道川!の流域に位置し、地形的には、

山地と河岸段丘および氾濫原。谷底平野に区分される。

111J由は河)11によっ され、秋田県(1976)によると、西部と南部の金l峰山山地、

大白向111山地、東部の大穴11時UJ地、北部の荏11岳山LLI地の 4つに分けられる。いずれの111地も俸

高250m'""350mの中起伏山地が大部分を占めている。本地域の最高峰は東端部にある

(標高368m)である。

5 -



第 2宗 i立~;ú;の立上自立j完

は横手ハ!と黒沢川に沿って、 500m"'__'1 kmのIjJU¥で、分ノ{Ijしているが、 I!iH ~ iでは

し ~ì C詳細

11と万三沢)11

JlliHt iと小さな liにい

3. 

111内属

、

、

3同〕己

にi"(ijcj" ーレ ペ _..l-. t. 

ジコ心。 ミに/二、

4fy1し rヌてユJー η 

、 ii ii u !々言;，U{}て居 (l，iずれも

る判:宵がある。

i打点/むの山地に広く分布し、本地域では柏野々よりも 山地を形成している地層である。

相里子々 !冨は三主として

下部に灰白質~

西は横手市の仁!J山ー丘陵ーから、

2 

h 

また、

のり、

11の流域に!よく分布する。本地域では相野々よ



第 2部地形と地11
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第 3国調査地域の地質図

し、平野沢集落付近では、石英安山岩質凝灰岩がみられる。

黒沢層は主として青灰色~暗灰色の細粒砂右、 1弘、質シルト岩からなり、 1:日野々層と

あり、若干指交関係をなすが、やや斜交して黒沢層が上位となる。横手}II 黒沢川の流域に分

布するが、相野々層よりは分布範囲が狭~ìO 本地域では東南部の横手)11沿いにみられる。

河岸段丘堆積物は横手}II 黒沢)11の河川沿いに発達し、際 1沙及び泥からなり、!享さは数m

あ令。

本地域は断層と摺性11によって複雑な地質構造を示している。本地域の東部には、

と平行に背斜*111がみられる。また、南部に

っている。

が南北に縦断しており、さらにその東方には、

もいくつかの背斜@向斜構造がみられ、

4. 河岸段丘について

( 1 )これまでの研究

本地域の河岸段丘については、これまでいくつかの研究例がある(第 1表)。

中川ほか(1971)では脊梁I11脈とその両側の低地;培における第内紀の地変について考察を進

めようと、横手Jil窃黒沢JIIの河岸段丘と手[11，111}11の対岸段丘の対比を行い、横手}11 0 黒沢}II流域

では 7つに段丘を区分している。

秋 山 県 で は 、 ほほご4-1)1!ほか

し、長も京Ji-い

TOYOSH 1 iVll¥(1984)では" 2 

i千を加えて、

るために横手J11 .黒

しながら三さらに詳細な段丘

している。



第 2市 j遺跡の立地と環境

河川 l四四南郷 I段

騒翻横手沢段行 南郷II段任

岩瀬段丘 南郷盟段Ii

盤調切:似 i二出!段丘

第 4底 調査地竣の段主主区分図

8 



ヨi2 [[1 地形と地質

沢;11流域を取り上げ、板井沢段丘を terrace(砂燥lit積而段行:)、郷段丘を板井沢段丘

を侵食したfillstrath1-O Y';o.-;n，，-， 1砂燥侵食面段丘)であると考えた。さらには[，[cの年代測定資

料から、板井沢.I'~j郷i可段丘の形成年代を約23 ， 00011:liなよりも新しく、約12 ， 000午前よりも

いと考えている。

( 2 )段丘の区分と対比

は、これまでの研究の111から、 TOYOSHIlVむ，¥(1984)の段丘の しながら

南郷段丘をさらに T'"'"'耶の 1つに灰分し、現j可!末とほとんど同じ

と命名した(第 1表)。

もf民し i_::/二丹市

中川ほか(1971)の外山設丘と回立段丘及び、秋田県(1976)の砂牒段丘Vは、調査地域内に

は分布しないので¥

①横手沢段丘

は省略した。

調査地域内では最も高位の段丘で、模式地は横手市の横手沢両岸で、あるが、本地域では、相

野々~落合の黒沢川左岸と横手川の大畑にわずかに分布する。標高は相野々付近では140'"'"'160 

mであるが、落合では高度を増し、 180'-""'200mとなる。かなり間析が進んだ段丘聞がみられるO

堆積物については不明である。

②岩瀬段丘

調査地域中央鶴ケ油付近とその対岸である小田遺跡周辺、及び相野々南西に分布するO

は120'"'"'130mで段丘面の開析度は横手沢段丘よりも小さく、平坦面が残る。安山岩を主体とす

る最大直径50cmの風化した円磯層が 5m以上堆積しており、その上に 1'"'"'2.5mの角磯交じり

している。本段丘は中川ほか(1971) によると、下末吉面(約12~~13万年

前)iこ対比される。

③板井沢段丘

下位の南郷段丘の111沿いに!主rr片的に分布し、板井沢東方、その対岸の茂竹沢付近、相野々南

方などでみられるO 段丘面が山側から河谷側に傾斜し、 は110'"'"'140mにおよぶ。本調査で

は確認できなかったが、 TOYOSHIMA(1984)によると、本段丘はfilltopterrace(砂磯堆

積面段丘)でその構成層は砂やシルトを多く合む亜門機・ _ill~角礁からなり、層厚は10m以上に

も達する。岡田ほか(1972)によると、本段丘に対比される横手川上流の三又付近の段丘堆積

物の上部の泥炭から23，200!l ， ~gg yrB.P.という J，:c年代が得られており、木段丘の積面は約

23，00011ミ以後に形成されたことが明らかになっている。

④南郷段丘

本地域に最も広く分布する段丘で、横手;11 .黒沢Jlliこ沿っ に跡をたどることができ

る。 TOYOSH1 MA(1984)では と考えていたが、 られること

- 9 



第 2帝 遺跡の1史上出と環境

ネ[!llif々 砂!喋段 !Î~ 1 

本i二!野々 段丘 {沙{線段丘立 右J頼段丘 右瀬段丘

長瀞段丘 ri:盟? 板井安i壬 板)1引〈段!壬

砂礁段i千:盟 1，:rJ郷段丘 郷(1~璽)

1から、本稿では 1 江@盟の 3段丘に帝国分した。標高は、岩瀬付近では南郷 I段丘が107，...__

110回、南郷日段ー丘が104，...__106m、南郷軍段丘が101，...__103mである。

TOYOSH 1 MA(1984)によると、本段丘はfillstrathterrace(砂牒侵食面段丘)で、板井沢

段丘を侵食して形成され、 j型積堆積物の[二lこ2，...__5mの薄li rg{1雑居が:Lii積している。

は、埋積堆積物の上に薄い円牒層が堆積している露頭は発見できなかったが、出郷 I~盟のい

ずれの段丘にも厚さが 5m以下の薄い円機騒が堆積していることを確認できた。

TOYOSHIIVLAは横手)IlJ:jkt:で、南郷段丘を覆う沖種錐に含まれる木片から 780

という 14C年代を得ている。したがって、出揺れ段丘は少なくとも約12，000年前には形成されて

し1たことが明らかである。 TOYOSHIl\;V\(土、板井沢段丘と南担I~段丘にみられる河谷の積と

は、東北地方のLLI問地域の諸河川流域では数多くみられることを、現地調査によって確か

めており、このような河岸段丘の形成が長終氷期後半に東北地方で一般的であったと

(事)土j期段丘

本地域で最も低の沖積段丘で、二i二淵から板井沢にかけてと、黒沢)11の現河川沿いに断片的

1る。

に分布する。 は有権I1'Liliで98----100mであり、本!cl里子々駅北で、は段が11こIMj茸として作つ

ている。 堆積物は現河床とおなじような円礁であるが、厚さは不明である。

2 遺跡の地形と地質

II右 し¥西側のAl豆と東担IJのB!互に れる

庁間一

LJ)

h
H
U
 

の山麓緩斜面とにある ンノレ i、
fア守

)-lcJ 

J- 子手乙
/し

されているこ

Om 

草子--， ， ート-r:!Iむ ~ 

kl豆、 te;'rl?i:(んj

してお行、まじりの抄努シルト J~/ の

れる。この崖錐堆積物の:Li4~積fI寺 l~j は、積物の末端が南郷 I 段丘形成

とから、雨期~ 1段丘形成よりは古し 1ものと考えられる



第九自i'i i，守Jillのj立助;

AI;{(立法 129mの緩傾斜の医域で、 i持郷 i段li:1-_(こ111地からでてくる小芥のIH11 (こ{¥';:

if':l:している。堆積物;立、 f(Jli業まじりの妙 e シj[.. トIrt!!r:.;1 m以上段話しており、 1段II:j-_に

坑杭したyl!l;flflilli同時引却と考えられる。

参考文献

秋田県「雄干f- (l lllllt没者ISíli:住~it ，j IpliiJ出i或 1-.1虫う了顎 i去ノj:::iV，~J rr Nil千(}976) 

秋社i県「秋111県総台地質問IjlM tlu子J09(7) 

11 I川久夫ほか「北 1--線沿線の段丘lifJ 東北大地賀市生物研JIS'(，~ No71 ])!17-59 (1971) 

|前'JIT1Jtf~JE ほか「奥村山脈内秋IIl l):f円三 111llcillj I1内村三又におけるlif主!i段[I:の形成年代J地球科学

26 p263 -26，1 (1972) 

TOYOSHlMA， M. iThe Sequence 01' Hiver Terrace DevelopmenL in Lhc.: Last 20，000 Years 

in Lhe Ou Backborn nange， l¥orLheasLcrn ，JapanJ He[丸、intecl1'rom the 

Science Hcports 01' the Tohoku じniversity.7th Series 

34 2 (1984) 

豊島正幸「過去 2万年の下亥IJ過程にみられる10年オーダーの侵食段丘形成J地形 104 

p309-321 (1989) 

第 3節周辺の遺跡、

山内村で、発見されている追跡は、横手JlIと黒沢JIIが合流する現集搭の周辺に多く分布してお

り、これらを中心として時代順に概観してみる(第 5図、 2表)。

!日石器時代では、小!壬IV遺 跡 (8 )から石刃が 1点出土しているのみである。

縄文時代草創期には、横手JIIのそばで爪形文土器に石匙が伴った岩瀬追跡(3 )がある。¥....¥.... 

からは両面調整石器を伴った石器現納跡、集石炉跡、石器製作跡などが検出されている。早期

末葉から前期初頭にかけては、虫内 I遺 跡 (5 )、虫内直遺跡(4 )、小田V遺跡で土器片が少

している他、岩瀬遺跡で竪穴住居跡や集石炉跡@石器製作跡などが検出されている。 前

期前半の遺跡には、本遺跡をはじめ茂竹沢遺跡(9入虫内豆遺跡(6 )、清瀬遺跡などがあり、

r!-I心にした石器@剥片が多く 1+¥:+-しているu また、後半には、聖火住居跡 3 と仁坑な

とが検出された小田V遺跡、などがある

中期後半から後期初]IlJ'1にかけては、本追跡やこれと された神!克直跡

のf也、道地遺跡 (Hi)、虫内盃遺跡、小出1¥人遺跡がある。

後期前半で(土、捨て場から良好な土器IIIがH十トーした越上遺跡 や~~~穴住居i劫; 2軒を検/1'1

- 11 



第 2翠 遺跡;の立地と環境

5図
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-:::[i ii.iJ J~;J .i!1のj立尚;

小LLI追跡、 30 問主fiJむよ

小Illll追跡 :31 が[111友ia湖; 44 

6 45 

7 北部1

8 i 小IJIV追跡 21 dlミガHf追跡 34 |玲キiilllMli 47 、刊l

9 j支竹沢追跡 22 エヨリ追跡 穴fi'[¥

10 !二台追跡 23 

霜焼!iT追跡 24 JIIl木造跡

荘地端追跡 38 

桧沢遺跡

した茂竹沢遺跡がある。後期後葉以降I良則前半にかけては、虫内 l .-._，虫 I)~ と小田rv追跡

を含む大きな範U11で墓域が形成されている。ここからは、 !二器埋設追HIJが多数検出さ

れた他、虫内 1造跡では捨て場が形成され彪大な量の造物が出土した。またi却切で i二谷地遺跡

に近い河川沿いには、桧沢追跡 (26) 、 ~{l野々遺跡 (37)、三明 [1司遺跡 (38) がある。

弥生時代では、越上遺跡、 !J¥[l:1

時代のものについては、今のところ確認されていない。

中世ではJIl1木館 (40)、六郎台館 (43)、黒沢fi'l~ (49)、保章官官[(50)など多くの亦が、か

なり離れた状態で点在する。これらの点在性は支配領域に関係するが、縄文時代から弥生時代

しているのみで、古墳時代から

の遺跡が横手)I[、黒沢)I[、松川、武道川の流域沿いに分布していることと対称的である。

つり



3章発掘調査の概要

1節遺跡の概観

1.遺跡のtH~定範 111=1 と I淵台区

1--持地道跡のは、 天 r一、γd叫ぺ‘デ竺六Fモて::~荷花!市、i十t村凶H川仁j叫叫一J行j{刊{WJ の iけ11はj由I1十…j叶lij住主にテラス状にせり j山iれ;したi山11りJ麓笥緩(促傾q出頃'H引，.司:11出(1ωli~'三刈=

その[J一Lj山fl加削削II印川[1町|リ!に!反iぷミi問;沼司する!け11トe地;ド!tl;の緩(傾旺虫i5斜詰段II-.I自己批定されるG追跡は、 !-U{l[IJ;がLLI麓綬傾斜

面東側のV字状の芥、北{J1IJが山地耐部、南東部が山麓綬{i:['J;kl.fr-Lj1半j端の急庄で限られるが、出立しi

{WJについては不明な点が多Cio これは、 LLI地裾の緩傾斜面iに続く iJi咋古段li[百(;goJJ<EH 畑地)

にも造物の散布が見られ、現状ではその散布範囲を正確に捉えることができないためである。

今[i=Uの調査区はこのうち、 If[麓緩斜面の南

端部及び、その凶fl[lJの，L[地裾緩斜[uiで‘ある。

ところで、第 2[~主等でも見て来たように、

土谷地遺跡の立地及び調査はは、地形的に

大きく異なる 2つの部分から成っている。

1つは東側の山麓緩斜面で、あり、他の lつ

は内側の山地裾の緩傾斜面で、ある。このた

め、発掘調査は内側の緩傾斜面がA区、東

側の山麓緩宗:1-1剥がR区に分けで行った。以

下、 A[豆、 B[~を分ける]1;で説明する。

2. A区と基本!自立

A区全体は、北から昨jに下降する斜而で、

南側に行くにつれその{頃斜は緩くなるO 調

査前の状況は水上11で、永田造成のため斜面

上方側がWIJ平され段状となっていた。この

ため、 iljlJ平された部分では耕作一上 iごが地山

で、時 1'.されたtm分では現去上の 1li1以上

ドから造物がiUトーする。 は I~II央部から

之:lUj:代liijJUJのものと兄られる

斜上@トからLI::JILI:fJ、i苦手の炭焼成遺構が

換111されたら

1¥1ベの!vlL 451ベ Wh:，'~
I ~ 1.1111 

Blx:のL0551ベ
一一一一一 1，IO.1m 

。

6間 A.8

- 14 
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第 1節遺跡の概観

3. B区と

B区は、、ji-[Cri形が北をf百点とする iiiする山麓緩斜面である。前述のとおり、 B

区南西部はその東側に比べて l段低いごく緩斜面(略平-坦面)となっているG このため、以後

の記述に当たっては、この南間部を下位平坦面、東側の高いi略平坦面を u立平坦面と呼称する。

斜面である。

上位平坦面のl$i端には、南側からごく小さな谷が 2箇所に入り込んでいる。この小谷も

的に東側からA小谷、 B小谷とする。土佐平坦面での遺物の出土は、南端部及び閉端部が若干

多いものの、他の部分では散在する程度であるO 遺構は、 A.B小谷にはさまれた小さ

や、小谷の斜面に僅かにあり、主体をなす中期末葉の竪穴住居跡群は西端部に集中する。

下位平明面では、遺物も遺構も中央部にほぼ集中するO 基本)麗位は、第 6図に示した。 A区

で しいために、そ は20cm，....._，1.2mと極端な開きがある。この地区の地山の傾

斜は緩やかで、感土を除く各層はそれに沿った傾斜を示している。 1層:黒褐色土 (10YR3

/2)。層厚が20，....._，70cmの盛土で、 1cm前後のあま石(粘性のある脆い磯)を少量含んでいる。

粘性@締まり共に比較的弱い。 II届:黒褐色土(10YR2/2)。層)享は 5，....._， 15cmで、少量の小

磯と 5，....._，20mmのあま石を僅かに含んでいる。粘性@締まり共に比較的弱い。亜層.

(10YR2/'3)。層厚は 5'"'-'20cmで、小磯を顕著に含んでいるほか、 3"-'5 cmのあま石が部分的

に顕著な在り方を示している。粘性はやや弱く、締まりは比較的強い。この)脅からは、縄文時

代前期と考えられる土器や石器が出土している。 N属:黒色土(10YR2/1)。層)享は10'"'-'30

cmで、 3"-'5 cmの礁を僅かに含んでいるほか、 5"-'10mmのあま石を全体的に少量含んでいる。粘

性@締まり共にやや強~\o この層からは、縄文時代前期の土器や多量の石器が出土しており、

この時期の遺物包含層と考えることができる。 v層:暗褐色土(10YR3/3)。層j軍が10'"'-'20

cmの漸移層で、 3"'-'10mmのあま石を顕著に含んでいる。粘性@締まり共に強い。このうち、水

田のi1!側部分程著しい削平を受け浅い堆積状態を示している。

B区では、西側下位段丘面と東側上位段丘商においては若干の相違がある。したがって、

1下位段丘面について記述し、上位段丘面のそれを補足することにする。下位段丘面の

堆積層の良好な所では、現地表面から地山まで概ね50"'-'60 cmの摩さを示し、層序自体は僅かに

南西へ傾いている。 1層:黒褐色土(10YR3/2)。層厚が10cm程の表土で、地山粒と炭粒を

に含んでいる。根が多くはびこった軟らかい土である。粘性は弱し ¥0 立層:黒色土(10Y

R2//1)。層)享は10，....._，15cm程で、地山粒と炭粒を僅かに含んでいる。粘性 e 締まり共に比較的

弱 ~\o 盟層:黒褐色土(10YR2/3)。層厚は20'"'-'25cm程で、地山粒と炭粒を僅かに含んでい

る。粘性 e 締まり共に比較的弱い。 NJ欝:褐色土(10YR4/4)。層厚が10，----15cm詔の

で、特に目立った含有物はな~ i。粘性@締まり共にやや強い。以上の西側平坦部に対する東側

ウ
I

1
i
 



第 3京発鮪i調査の概要
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することにした。

|二谷地遺跡では、 i¥e B区 2地区の中心に近い路線内センター杭 (STi"，にグリッド

原点MA50を設定している。この原点を通り磁北に合わせた南北基線と、これに直行する東西

基線を求め 4mX4mのグリッドを設定した。東西基線には 2桁の算用数字、南北基線には 2

文字のアルファベ y トを付し、グリッドの名称は、南東隅の交点の算用数字とアルファベット

を組み合わせて呼称、した。

遺構の実測は、グリッド杭を利用した達方出量で作図した。遺構の名称は検出されるJH買に算

用数字を用い、その性格が判明した時点で略記号を付しである。したがって、略記号と番号の

組み合わせが各遺構の名称になる。ただし調査の進行に伴って、遺構の性格が変わり[!l各記号を

変更した場合や、途中で遺構でないことが判明し番号を抹消した場合などがある。

造物については、遺構名@グリッド名@出土層位@出土年月日を記入したラベルを付して取

り上げ、竪穴住居跡内の床面よ毒物など必要と思われたものは、平面の位霞とレベルを計測しで

ある。

遺構の調査にあたっては平面図、断面図、エレベーション関等を作図し、必要事項の記録は

日誌を用いである。図面の縮尺は20分の lを基本にしたが、大きな表現を伴う場合は10分

の 1とした。 は35mmのモノクロとリバーサルフィルムを基本的に用い、必要に応じて

ネガカラーフィルムを{吏用しているのまた、 よっている門

室内における整理は、 もと 2原区iを作成し、 ーいー) L ¥ { 
J 司、 相

の後、選別し実測図 a 拓影図を作成、 っfこO

第 3節調査の経過

上谷地遺跡の範囲を確定するために、 4)~8EI から同21 日にかけて、 l幅 1m の試掘溝をA~

ま
a

Q
U
 

した。これによって、範囲が南北の沢を挟んだ東西 2地ほに及ぶことが分か

どの関係から西側A区の調査を先行することになった。
、

今
1
ノ

l
一

4月27日、プレノ、 どとに、 A区内にある本田面のド方側か し

た。 5丹19[司、本日より盛土の厚い畔などを中心lこして、 よる表土除去を行う。 6月3

18 -



円、すγで

めるにつれて、

!;f~ 3邸調査の経過

している本田 1-'{立と併行して、上位部分の調査を開始する

1-_" 1から小さなチッ りをもって|会iijされること った。 6

月19FI、AI豆SS09石器製作動;の調査と併行して、 BIえの雑木集めや下草苅りを実胞する。

7丹10FJ、ベルトコンベアーをAI天候IJから 1つ1つ慎重に運んで、東側B区の上位平坦而側

にZ空間する。 東端部斜面の去J二除去を皮切りに、 B区の本格的な調査をIlf:J立ちする。以降、 BfX

は内側にj(:iJかつて進められる。 8月5日、東端部の緩い斜面から、大型で深い土坑 SK

24を検出。この他陥し穴状 I~坑やフラスコ状土坑が斜面で検出され、斜面部で

る必要性が生じてきた。 17日、 !二位平坦面西側から、約 3mの狭い範屈で、縄文土器が集中して

出土し、竪穴住居跡が想定された。この後、この平坦部を1*1心にして、次々に竪穴住居跡が検

出される。 28日、 S1 31竪穴住居跡検出。このころ、 B区中央部に当たる斜J雨を中心に表土徐

う。 I二位平坦面回{WJでは、すでに検出されている S1 29 30竪火住居跡の精査を実施し

ている。この結果、 8月いっぱいで上位平坦面の遺構はほぼ出揃い、以降人員をド位平坦出に

集中して調査を進めることにした。

9月4日、 ド位平坦面を中心にして*I=I掘りを開始する。同時に、この南西にある急斜面では、

ド草苅りや雑木の撤収を行う。 10月 1日、予想に反して下位平坦面から S143竪穴住居跡が検

出された。 10月61=1、下位平坦面より多数のピ y トや土;坑を検出。この時点で¥と{立平坦面の

S 132 • 36 • 43竪穴住居跡では、まだ精査が継続中であり、人員の確保が要請された。 22日、

F位平坦面の商端から S1 115竪穴住居跡が検出された他、多数のピットや土坑が相次いで検

出された。 11月初日、下位平坦面の図面作成と併行して発掘器材などを搬出し、 t谷地遺跡の

調査終了に何とかこぎつけることができた。

ハ同
υ

4
i上



4章 A区の

Akえでは、縄文u寺代前期の石器製作跡口頭所@ 1館所 e+_坑 2某と4二Itlぞjヨ!峰と

えられる炭焼成遺構 5基 e 溝 l条を検出している。これらは、段状に造り 1+1された/1<出跡から

検出されており水田造成[J寺に消滅したものもかなり存在していると考えられるO

第 l節検出遺構と出土遺物

上縄文時代

( 1 )石器集中部

S V03 (第 9，...，..22図、図版 2e 36"""'38) 

中央やや西側の緩斜面、 MR52グ 1) 'Y ド東側町層中で検出した。 とした長さ 5，...，..

10cmほど、の49点の剥片が0.35mXO.3mの狭い範囲に集中して検出されたものである。さらに

南~西側の約 2m以内からは、同じような剥片が約25点出土している。この石器が集中する部

分には掘り込みがなく、これらの剥片は全体として斜面の傾斜に沿っている。このことは、本

来緩い傾斜地に集中しであった剥片が、一部南西斜面側に分散したものと理解されるO ここか

らは定形的石器やチッフ。が出土しなかったので、素材としての剥片を集中してまとめておいた

場所と考えられる。

剥片は、 74点出土している。このうち S27の l点だけに調整が施されており、他は無調整で

あるO 制片には横長の剥片をいくつか含んでいるが、ほとんどは縦長の剥片であるO ま

面に磯皮面を残しているのは、 S28"""'S3J、 S35 • S:iR e S 41 • S 44 • S 47 • S 60 • S 63 • S 

64 u S 69 • S 71ゅ S72と多く、 ものだけを選択している訳ではない。接合できた資

料には、接合資料A(S 12 ;; S 14)、B(S 15，...，.. S 17)、c(S 18 • S 19)、 D(S 20 • S 21)、 E

(S 22 • S 23)、 F(S 24 • S 25)、G(Sl.S3)、H(S2.S5)、 I(S4.S6"""'S9)、

J (S 10 • S 11 • S 13)がある。 S27は剥片が集中して

折損部を除く裏面側の帰国には丁寧な調整が及ぶ。

( 2 )石器製作跡

S S09 (第 8図、図版 3)

した部分に含まれていたもので、

中央部の直属およびIVJ脅から、 として石器および剥片@チッフ。が多量に出土した。

した広がりは、 MK49グリッドから北西のML54グリッドに及ぶ長軸26mX短軸約

10mの範囲で、 O.1"""'0.3 mの高低若で出土した。ただし、この北東側と南西側では水田造成時

20 -



第 i節検出退構と日:i土造物

Î'~ A fvl M 1vi R ivi Q IVI P Ivi 0 fvl N 
I 

Mし MK M J M 1 
I I 

¥ 

20m 

第 8図 A区遺構配置図

21 

58 

円。
「
円
リ

一 日

52 

51 

-50 

-49 

-47 

-46 

-45 

-44 

-4:3 

- 42 

- 41 

- 40 



第 4京 AI互の調査記録

に南東…二!と同の本 IT1IZ:~lli に沿って大きく出平されているし、~:[(J1iJでも大きくが及んでいるの

これらのことから、本末のjよがりは北東側と 1':ゴ白(l!IJさらに京担IJに広がる、広範1mに物がう

していたものと忠われるO したがって、分布範凶として示した筒域以外であっても比較的近い

J一五ーから出土したiき物は、 S S09と関連づけて扱つである円 ss は、集中する部分か

いくつか認められる。:むjt;~.úななイi昔日は千j族 .h封í~ • 
-/ 
B
A
n
q
 

♂

}

 ;
 

たっており、しかもこれらのほとんど 1-.である。 111央から>R{JJ.!Jにかけては法

い分布を示しており、チップ。や最IJ}-j守の在りと類以している。このLf.lには、出したもの (S

109'"'-' S 111)や再調整によって短くなったと考えられるもの(S99入刃部が!料、もしたもの(S85)

まれているO このことは、 SS09の性格を一概に石器製作跡だけに限定することはできず、

! 千ゅ .~ j.... ;f~ 
L〆， -、ー、_v スU

忠之介-t-...? l¥1f 
v__; -Clノ Q 品 号、J 、ム'" h庁P

MK55区などのW居中から 1.器が 6点出土している。これらの土器は縄文時代前期初頭と考え

られることから、 NJ習中を主体とする SS09もこの頃に近い年代が考えられる。

S 84'"'-' S 144は、 SS09から出土した石器である(第23'"'-'30図)。これらは困層中の 2点 (S

113 • S 114)を除くと、すべてN層中から出土している。定形的な石器は、石倣 9点 、錐3

点、石匙11点、石箆20点、スクレイパー12点などである。これらの石器は、 SS 09の中でも中

央部に集中しており、 MM51グリッドでは石鍬(3点、石匙 3点、石箆 5点、スクレイパ-4点

が、 MN52グリッドでは石鍛 e 石錐が各 1点、 li箆 5点が出土した。

石鍛 (S75'"'-'S83)は、形状から三角倣 (S75)、細長く二等辺三角形状を呈するもの (S

76'"'-' S 80)、五角形状を呈するもの (S81'"'-' S 83)に分けられる。このうち、 S76は未製品の

可能性がある。 石錐 (S84~ S 86)は棒状のつまみ部をもち、 S85の刃部では摩耗が著し L、'0

石匙(S88.S89. S91，..... S99) は I#)r面が三角形で、表面にはIll~1j[1J縁から了寧な押圧最IJ離が施さ

-;h 勺~I 、ス
ペし¥.. ¥i . roJ 0 側縁には、 ための調整剥離が準備されている。 ( S 101-~ 

S 114、 S125~ S 129、 S136)は、長さが 5"-' 6 cmOコもの(S 125 • S 126 0 S 128)、同じく 12

，.....13cmのもの(S 109 • S 110)、それらの中間のものがある。これらの素材のほとんどは横長

剥片であり、 S105 • S 106は縦長の剥片である。 S109の裏面は、機皮耐をそのまま利用して

いるO 裏面の調整からは、 S101のように裏面の半分以上に剥離の及ぶもの以外は、ほとんど

が両側縁の縁辺部に剥離を施している。スクレイノf・- (S 87 • S 115"-' S 124)は、縦長剥片の

先端部に丁寧な調整によって丸みのある刃部をつくるもの(S 115""" S 122) と、担IJ縁に

しているもの(S 87 S 123 • S 124)がある。この他S90 • S 100は、つまみが付い

ていないものの、形態や剥離調整がそれぞれ S89やS98と額似しており、石匙の未製品の可能

性がある。

1，.....6は、 り した縄文土器の破片で、ある(第31図)0 1は頭部がくの宇で、

円
ノ
山

内
/
山



第[i'iiJ tfiZ rJli立f品とIU土jili物

体在日ト.-(¥'/が強く張る ある〔口縁はJ皮状を!?きするが、弧状を示す谷部には;J、さな

く円 r~1 伝言1) には、 2つあり、これ り

iJj(J頁部に[r:iJう[]1;吾部と、i弓tする。この士誌には、主を除いた全L(:Liに半裁竹管による押し引き

文が施される。この文保は、 [1縁と同上位ではこ、 り付け 文 の中11-¥1ではX字形に施され

てし 1 る。 2 舎 3 は ~17-行む によるものである口これらに れているれ 4

5は縄文の施された{政片" 6は 2本一奈良の撚キnを'I[!llに巻き付けてしたものの底 部であ る

これらは、 I~íjJ出初頭頃のI時期と考えられる。

( 3 )土坑

S K04 (第 9

l¥ATZ ~ffT A'7 h、、 11 L'-
lVl i..¥_ lVl 1.....;壬 iノ

1 -J-_ 
¥../1'--む

こーて ¥ノ
111 /-..， 

1 nにえ竺
よ .Vリ 111

×深さ0.3m、平面プランは楕円形である。長il[ltl方向はN 750 Wを指す。底面から暇i百にか

けては摺鉢状を呈し、)氏i居中央部には長~lllI0.6m X短ilirljO.35mX深さ0.15mのピットがある。覆

土は中央で柱痕と思われ黒褐色二i二の I~層がある。

S K 10 (第 91刻)

中央やや北東側の緩斜面、 MK55グリッドで検出した。形態は不繋円形で、規模は長'llfl10.7

mX短~lrl!0.65m X深さ0.2mで、平面プランは不整円形である。底面は南西側にやや傾いてい

るO 覆土は黄褐色の締まりのある上である。

2. 中世以降

( 1 )炭焼成遺構

S N01 (第i36図、図版23)

南側中央部緩斜面、 MN..M046グリ yドで検出した。規模は長i11r112.2m 短紺11.21II×深さ

0.35m で、平山iフロランはギ行凶辺11~である o 民~l由んー向は N-500 -Wを指す。底面は江fi.j:r:[で、

は摺鉢状を呈す。壁は、厚さ約 1cmほどが還元および酸化した状態であるO 底面には 2cm前

後の炭化物層が認められた他、長さ10cmX 1福5cmほどの炭化物もいくつかJ-臼土した。

S N05'"'"'08 (第36図、図版23)

北東側緩斜面、 MHo M 153グリッドで、検出した。確認面は、縄文|時代の造物包含層に比べ

てかなり上層にあるが、それほど新-しくもない土層である。はじめに SN05 • 08が方形状に検

出でき、順次SN06 • 07の)1国で検出した。これらは、すべて SD14溝に切られている。 SN05 

-----08には切り合い関係があり、 SN06はSN05よりも吉く SN07よりも新し ~)o そして S N08 

はSN05よりも古いが、 SN07とSN08の関係は不明である。このrjIで規模が推定できるのは

S N05とSN06で、 SN05は長illlii2 mX短軸 lmX深さ0.05mの長方形と られ、 S N06は

円。つ山



第 4章 AIXの調査記録

長軌1.45m 短輸1.2mX深さO.lm

かりしており、炭化物も多い。 SN07 

ある。 SN06の床と燃は焼けて比較的しっ

×深さ O.15mで、断出は摺鉢状を止して

いる。ここでは、多量の炭化物が堆議していたが、床 a ともそれほど焼けてはいない。 S

N08は痕跡を留める ある。

S 014 (第36図)

北東側緩斜面で、 MH9 M 153グリッドで、検出した。 SN06'"'-'07の精査中に検出したもので、

S N05'"'-'08を切っている。!福は0.2'"'-'O.3mで、残存部の長さは約 2mである。溝はjと

ら南西側にかけて僅かに湾曲し、南西斜面側に傾斜している。

第 2箆遺講外出土遺物

遺構外から出土した遺物には、 SS09と関連づけて述べたIV層出土の縄文土器 6点と、表採

や表土出土の石器21点、 SV03 • S S 09以外に車-IVJ高から出土した石器 3点があるO 表採や

表土出土資料には、 SS09と関連するものが多いと考えられる。以下には、遺構外出土石器に

ついて述べる(第32'"'-'35図、図版43"-'46)。

石器の器種には、石鎖 2点、石錐 1点、石箆 5点、スクレイパ-4点、磁器 l点、霊飾品 1

点などがある。石鎌(S145-S146)は基部が突出した有茎鎮で、 S145はチャート質の石材で

ある。石錐(S147)は、やや太日の棒状を呈している。石箆は、裏面の半分以上に剥離が及ぶ

もの(S154)と、そうでないもの(S 151'"'-' S 153 • S 155)に分けられる。後者では、側縁の縁

辺を調整しているもの (S151----S153) と調整の施さないもの(S 155)があるO スクレイパー

( S 148'"'-' S 150 S 157)には、先端に丸みのある了寧な調整を施すもの (S148'"'-' S 150) と側

縁にやや粗い調整を施しているもの (S157)があるO 磁器(S 167)は擦石と山石を兼ねたも

ので、偏平な両面に擦り面をもち片面に 3つの田部をもっ O 垂飾品(S168)は長構内形を皇し、

上部表面に径 6mm裏面に 7mmの穿孔を両側から円錐状に施したものである。石質は粘板岩であ

るO 両側は、主として縦方向の丁寧な磨きを施し、穿孔部と反対側の端観ではやや鋭利に仕上

げている。 S169は、石質が S168と類似するため掲載したが、未加工である。この{也、 S158

S 159は小さな剥片を取る石核の可能性があり、 S161 S 162では両面にやや組い剥離をもっ

比較的濡平な石器である。

24 



第 2節 i立構外出土造物
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第 4市 A区の調査記録
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第 2節 j立構外出土造物
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第 2節遺構外出土遺物
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第 4章 A区の調査記録
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第15図 S V03石器集中部関連石器(6 ) 
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第 4章 A区の調査記録
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第4章 A区の調査記録
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第 2節遺構外出土j毒物
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第 4京 A白医の調記録
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第 4E言 A区の調査記録
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第 2節遺構外H¥+遺物
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第 4苧: A区の調査記録
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第 2諾j :Itl;構外出土造物
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第 4章 A区の調査記録
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イi詰寄り;民j)以おり， {I¥U也|ベ: 日;; FH 沼田 メ( !五 T /i 斤

S 1 月;~(j S 03 49 リにムつJ 1:-¥ ih.Y 1'( f I 

S 19 36 M R.52 // 80 64 21 61.9 !/ 

S 20 36 S X03 // Edt仁j 56 14 24.4 ノ/

S 21 :36 ノノ ノf 71 61 Eつ36.ムq /1 

S22 :l6 11 // /り=)7 H 87.7 1/ 

S 2:3 九自 11 ノ/ (j，C) 日只 17 48.6 ノ/

S 24 8fi 11 F ノI 13 26.3 /ノ

S 25 36 ノノ 11 69 22 11 

S 26 36 ノノ /ノ 43 65 14 34.9 11 

三 27 11 . ìι〆1，、~IJ!!・!"_{I.u止!J)'I. 7n 千~cミ ノノ

S 28 ノノ ネIj )'， 78 61 ノノ

S ノノ /ノ 56 74 4 11 

S 30 /ノ /ノ 55 68 .2 /ノ

S 31 37 ノノ ノ/ 66 73 18 49.5 /ノ

S 32 37 /ノ ノノ 59 45.1 ノノ

S 33 37 /ノ ノノ 74.4 

S 37 ノ/ ノ/

S ノノ ノノ

S 36 11 ノノ

S 37 ノノ ノノ

S 38 ノノ 82 66 15 49.5 /ノ

S 39 ノノ 9 14.1 /ノ

ノノ 70 46 12 25.6 I 
ノノ

S 41 37 11 28.8 ノ/

S 42 ノ/

S 4 ヌU 
ノノ ノノ 11 

S 44 37 11 11 けに山つ 20 61.0 ノ/

44 8 8.5 I 
ノ/

34 78 27.2 /1 

ノノ

ノノ ノノ

1/ 

8 9.0 ノノ

11 

ノノ

ノノ ノ/

/1 31 43 10 7.7 /ノ

52 



ヨ1 i'm iillft~外 II\J:ìD物

第 5表 石 器観察表(3 ) 

イJ 寄り !な1/民需~J-LI ¥ I一地iベ; ノ3!1lrT 1 !ii日l，，_ 品 ばl 主;社(g) 1'1 

S 56 つ7 S XO;i 来月 ;-15 けに 4.0 [1 (L;. 

S 57 37 Mfミ52 /ノ 54 41 14 14.1 // 

S 58 37 ノノ /1 44 13 13.6 /ノ

S 59 ノ/ ノ/ 60 i19 11 LS.7 ノノ

S 60 // /1 52 54 14 18.1 ノ/

S 61 11 ノ/ 66 bb 14 15.2 ノ/

S 62 11 ノノ 48 43 10 /1 

S 63 45 /ノ 87 41 9 ノノ

S 64 52 ノノ 77 49 20 

只抗日 ノノ .i::l 日l 7 

S 66 /ノ 38 7 5.1 11 

S 67 /ノ 55 56 8 10.7 /ノ

S 68 30 6.4 ノノ

S 69 79 ノノ

S 70 /ノ ノ/ 47 /ノ

S 71 ノノ /1 47 /ノ

S 72 11 /1 55 79 18 47.9 ノノ

S 73 M J 45 // 21 40 5 9.3 /ノ

S 74 MR52 ノノ 69 51.8 /ノ

S 75 39 MN52 石錦、: 21.5 14 3.5 0.8 

S 76 39 MK50 ノノ 41 15 4 2.0 

S 77 ノ/ 27 10 3.5 0.9 ノノ

S 78 ノノ 17.5 1.4 I /ノ

S 79 39 M051 /ノ 19 0.8 /ノ

S 80 39 ノ/ 1.:3 ノ/

S 81 ノノ

札11 // ノノ

S 83 39 MM51 ノノ 42 

S 84 MN52 石 錐 38 9.5 

S 85 39 MM52 円
ノ/ 34 10.5 

6 39 MN51 /ノ 13 頁岩

S 87 39 ML49 スクレイパー 112 組l 41.3 // 

S 88 39 MM51 石 77 11β /ノ

S 89 39 MJ53.54 11 62 27 11 14.9 I ノ/

S 90 39 MN52 (石匙未整品) 67 37 22.3 ノ/

S 91 M: 石匙 25 12.1 ノノ

S 92 21 10.5 /ノ

S 93 39 ML51 11 53 19 8 /1 
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第 '1，"[i: A尽の調査記j議

第 6表石器観察表(4 ) 

石器番号 !文!版寄り一 11¥ JJ山!ベ てノi[ミT 1主 六 ぷAJIt¥(rnlll)i最大 (又)七百

S 94 39 Ml¥桁 行 jt七 68 19 8 9.5 n: 11 

S 95 39 MM51 " rl7o q つムリつ 9 12.1 /ノ

S 96 39 MP52 ノノ 72 20 10 12.0 ノノ

S 97 :39 MJ i4 11 64.5 24 1 11 

S 98 39 MQ52 // 75 :30 11 17.5 /1 

99 39 MR50 ノノ S9 25 日 /ノ

)41
， (石匙未 14 ノ/

101 石

ノノ 14 
ノノ 頁 岩

ノノ 44 

.54 ノノ 43 /ノ

S 106 40 /ノ

S 107 40 ML50 /ノ 16 47.4 ノノ

S 108 40 M J53.54 ノ/ 96 42 16 62.9 ノノ

S 109 40 MM51 ノノ 130 45 19 103.9 

S 110 40 MN52 /ノ 117 日。 17 qn !1 百命 寺23

S 111 40 MM51 /ノ 49.5 45 11 26.4 /ノ

S 112 40 MN52 ノノ 76 49 21 55.1 

S 113 41 MM51 11 73 47 18 61.7 頁岩

S 114 41 ノノ 11 89 48 22 91.9 ノノ

S 115 41 MK49 スクレイノマー 28 22.5 5.5 2.5 ノ/

41 26 6 2.6 S 116 ノノ ノノ 17 11 

S 117 44 34 8 6.8 11 

S 118 66 17 38.2 

ノノ ノ/

S 123 ノ/

S 124 11 43 14 5 2.4 11 

S 125 石 53 28 8 11.9 

41 IVl IVl53 ノノ 50 29 9 13.7 
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S 129 41 

S 130 41 )1)とJIU工劉

S 131 42 MM51 72 40 .3 
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5 京 B~の

BIX(土地形(l守に、 111央部にある斜linで東!正jに…二分される。東日['Jが i二、 I]_ljiHlJがト1立i[i.

て、ある。 1二位からは、縄文1I，'j:代!こ!こ1JOj末葉~後期初頭にかけての竪穴日1jM;7 [1汗の他

.毘外炉などが検出されている。これらの近情は、時六位!日制;がrl~1 央部~同市に集rlI [~、

~ 

て し り 1'--
I ヶー 3 ェ ブ -CAJ' 
し」、 υ心。 1、I¥L り

頭の竪穴住居跡 3 と掘立柱建物跡.~L~坑@ピットなどが検出されている。これらの遺備は、

ほぼ全域に分布するが、竪穴住民跡が南東部と阿部に、 j:1m立柱建物跡および掘立柱建物跡にな

スJ-侵ぶ乙 -10 之上1- 1 ヤ !~'(:_ -h~- γh r!i 1HZι !レグ!神7
す J /t_ノ ilし .-C:.J ノ、iJ.i~ ;ゾ i '.f，illJ -~I しー~i 1~ljj 、 にまとまっている(完翠)。

l節検出遺構と出土造物

1 .縄文時代

( 1 )竪穴住居跡

S I 26 a • b (第38.39図、図版 4)

上位平坦面の中央部やや西寄りの LB • L C53グ 1)ッドを中心にある。この部分の地山上j百

で、直径約2.5mのIII各円形に暗褐色の分布が見られたため、これを S1 26とした。東西@南北

方向にベルトを残し、::!と倒IJから掘り下げを開始したところ、北端部で、は約0.2rn下から良好な

床面が検出された。しかし、北壁から0.8rn南側まではこの床面が続いているものの、その出

側では 1段下がっていた。このことと土層観察から、 S126は2 と 'I~IJ断し、

南側を S126 a、北側を S126 bとした。 S126 aは、北側で、 S126 bを切っており、南側は

大きな風倒木痕による ている。

S 126 aは、北辺全部と東@西辺の北側が残っている。それによれば、東西が3.0，-._，3.1m、

南北が2.2mY)、トーの知形を雫する竪穴作居跡である。南部 よって な l去が名い ~ì の

の、柱穴を探したところ、第のように、本住居跡のものと考えられる多くの柱穴が検出さ

れた。撹乱を受けている もあり、にわかに全部を本住居跡のものとすることはできないが、

検出された位置から、大多数を本住居跡の柱穴と見ることができると考えられる。以上を暗

まえた全体の柱配置から、本住居跡は南北が約4.5m、東西が約3.0mの長方形を呈すると推定

される。筏存部分の床面は、平坦で普通のしまりである。壁は急傾斜で、床医LIからの高さは0

15---0.2 rnである。炉は、地!末炉で長ili由線上のから約1.5m南側にある。 南北に長く 0βm

0.3，-._，0.4mの範凶が被熱のため赤変している。図示したよりも南側 ると考えられる

56 -
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zn 1 tm 検111m梢とHI..Lj立物

が 、 さ れ て い る 。 中1:六はfi;そl探から多数険山されているが、には、九辺に 3本ずっ配

れた P8.P 号 P4 • P 12 • P 1 g • P 20. P 21 • P 14の 1・8本が]:てと巧‘えられる。

なお、具体的なれ配置はノ判明だが、 j出走ドの γ4とP5、P6とP7 では柱ンUこ新1I1があり、

本it出勤;は怨て替えられた III能性もある。 造物のうち 1- は、覆 I~およびほから第73[支!

~10が 1 1\ 1-_しているらいずれも ¥'7:旬、l[;f，;で例 1- にぷ

である。 7 はに沿う 2 段の刺突タIJが施されている。 10 は LR縄文地に 1!f~文慌で FII]線文が

かれるもので、無文と縄文部を刺突如!でllhiしている。 8はRL縄文を、 9はLの撚糸をそれ

ぞれ縦位111]転施文している。

S 170~ S 176はIlI]1Iで、

は、覆 [-_IIJから第82[ヌ1S 170 ，___5í~83r三1 S 1787うまIJ¥L_している。

られた跡痕のあるものが多い。 S177は側辺のL[J央に打ち

きがあることから石錦と考えられるが、表裏!Hi共に白書られているの S 178は石ITllの破Jtである。

本住!百跡の時期は、援 ~I二r!:Jから li\..1二した二|二部から末葉と考えられる。

S 126 bは、南側の大部分を S126 aに切られているため、北部約O_7mしか残存しな liO

東西l!l詰が同じ規模の S126 aに切られているため、市側にどのくらい延びるか不明であるが、

第38図の柱穴配置からすれば、 P15あたりが南縁とも考えられる。その場合は南北約 4m、東

[J~i約 3m の長方形を呈する!主穴住居跡となる。床面はかたくしまり滑らかであるが、南側に僅

かにトー降する。壁は垂直で壁高はO.2，___O.25mである。 明瞭な炉は残存部にはないが、!末r{3]北

東隅が!立iボした範囲で弱く焼けて赤変していた。ただしこの部分には、投棄したと考えられる

焼土粒子と炭化物を多く合む土が約15cmの厚さで堆模していた。柱穴は北辺に P1~P3 があ

り、いずれも主柱穴である。造物は第73[玄~Ill の深鉢形土器底部の他、剥片が数点覆!二中から出

土したにすぎない。

P斗 C、 T ()('円し I:f.、;)1 ムU t:t 乙_ .cr.. 
しヰ老子二 戸-!/) -z 
' - 九一三3 ぺし弓と;，.-'0 

汽 I?!1 i苅!信行〕

c>、

[J} 
__ γ 一戸品 伊八一、 e ・ ・・~ r 、‘ L 司 ー (
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』
パ
/

つ/
1
4

z
d
 

〔しT
ト一

リッド杭周辺およびその南凶側約 2mの範凶には、本追跡としては非常に多くの退物が集中し

ていた。造物を残しながら掘り下げたところ、円形の石i型炉が検出されたためこれを竪穴住居

跡とした。本住居跡は、直佳約3.5mのIJ-j11ラを呈すると られるが、覆土がIV層と酷似する

うえ浅く、明瞭な壁も検出できなかったところから、その平面プランの確証はない。床面

かに波打っているものの、比較的堅くしまっている。控は明瞭な形では検出できなかったが、

断面図には造物の出トー範囲とレベルから推定して示している。

炉は、 CIJ央部にあるO検出当初jは石関炉としたが精査の結果、長ili[tlO.9mX短紬O.5mの複式

炉と判明したものであるO 南側に、Ljこiに深鉢を埋設した石阿部があり、石IIfI部が開仁iする北

側に楕円形の浅い掘り込みが連続している(第41図 I~-段)。石田部の t器埋設に当たっては深さ

- 59 
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第 l11ii 検/!lj立構と lH[j立物

「V 

¥ ~I'i f~.l 色 1'. (¥Oy 
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IIJ1，k出i('卜(2.5Y1¥5/8) 
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12cm前後の'/¥_を掘っているものの、 11日のl没置のためのl別!涼な掘り方は見えない。 'I出資する

存在原イ5"の大きさの穴を掘り、はめ込むようにしたものと考えられる。石間部は強く焼けており、

河原石は被熱のため剥務したり、割れているものが多 ~\o 浅い掘り込みは、

痕跡は認められるものの、被熱のため底面が赤変するなどはしていない。

に火を焚し 1た

複式炉石IttI部の南東0.3'-"'0.4mに、長さ0.32m、11I詰と厚さが0.08'-"'0.10mの長大な 2個の河

原石(S①と S②)が、 0.3'-"'0.4mの間隔で平行に埋設されている。 s①.s②の間には、長さ

0.34m、幅0.08m、厚さ0.04mの河原石(S③)がほぼ水平にあり、 3つの河原石で日形の平面

f肢をなしている。 s③は、床面から僅かに浮いているものの、 上面は S①.s②と|可じレベル

である。この違;惜は、!福が0.3~0 .4 m と狭い上位置からしでも人口施設とは考えられず、住!吉

内における特殊な(j苅え
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m 、 J~~ーさ O.肝m の肩平な河原石 2fFiji(S ③. 2) 

三 11ておトハ土ハハつ-rY¥Ltll弘、足 ハ マハ又 rT)(九 三二川、Hユ .ìC~i ム
F:::J 0 Iノ1"llil CJ--.・ノ てJV.VLJ1l1IJ1JωιIJ今、 1..... ¥1 'aJ V V _J V_/、1..... v_./ '1ノ¥， 1ノい'-- J____!_L. 

置から、何らかの目的で置かれたものと考えられる。 は、床面中央部を問むように 4本

配されている。床面からの深さは 4 に0.3mである。 P5 にあるが、 がIV)冒と

類似するため本遺構に伴うか否か不明である。

後式炉に埋設された土器(第741ヌ131)は、深鉢底部で、 RL縄文が縦位回転施文されている。

遺物は、 -1二器@正共に覆 i二ιi功〉ら多く IU土している。第411翠 L:ー段の黒点が平面i分布状況を

したものである。:上器(第73図12---25、74図28"-'37)は、いずれもおそ鉢の'-J縁.I阿部 e 底部

の破片で、器全体を知ることのできるものはな ~\o 平日縁の他に、LiJ形の突起をもつものがあ

る 弘 、 16 17)。施文は、沈線で縄文部と 1n~文搭を i玄画したり(15 .問、 20，-...25)、縄文の

代りに沈線で葉脈状丈をtlh'jLUしたりするもの・ 27)がある。 13は1-1]型の深鉢で、 4つの頂
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第 i¥ B[ベの，U，¥J1dc鉢

波状! 'r': cj-るが、 2 1 しか伎ι しな~¥) II;!(JYi;'iljのうち 2f!，li!はAきなJl!形状て、

11I央にしがある。他の fl，iilの波は、[):1i(iIωf({l汚:1丈夫 11 に突き 11¥たも ωである。 11

桜ì'Tf~は *lli 1 JII:llr'i1、I によって IJ巴!ばしており、 1!!~文;，:;;;となっている。 11日文;Ji;:の I'-~;Irlは内外 I(IÎ の f!(制)\

られI[l~ 1てIj宅起しており、のiJイL1-， ifl~ を i~ って担ihj る υ lJI; íJ ;'f1~には制立が fí(tÏ さ

l i るが、 i1 く不鮮 II)J で ιちるむ H もこの十三;の1判ミ起I~~I) であるう 20 と 21 ま IlíJ -{[rfi日本と号。えら

れる。 19 とおはJ?!.;糸文であるが、 21 の沈静，~I)~ にも撚糸丈が施されている。{出に本出をもっ!点

ì'fl~ (32 33)がある。イiおには、縦長の争Jj)¥に，ViiH京をもっスクレイパー (S179~ S 181)や府製イl

斧(S182入I'fJイI 併イi(S 183~ S 186)などが11¥1-.している。

本fUL;跡の 11主J~J は、カ iの形態および/1\ 1-_上部からIIIWJ主主と J5aえられる 0

S 1 30 (;r~42 奇心 i五人以I lUx 6 ) 

u一点、li-1Fli[IIのi十flJEifWJ先端部、 LD49グリッドをIlr心にある。現段は、長1111113.9m X j;'J'11!113.1 111 

深さ0.55mで、、ドluiプランはIl/10)Lで、ややいびつな長)jJfラをii!:している。みは SK33 S 

K35 • S K37と切り介い、 SK33 S K35よりも I1I鋪いが、 SK37との関係は不明であるの緩い

創出iに立地するため、制InIトーなの南i判明は{"Iiかしか残っていない。!ぷIUIは地"lli業が露出してい

るため[lJjIILIがあるものの概ね滑らかで、僅かにI':i，j{HlJ に{ぜい 1 ている。壁は、土I[~ 1-，と地山1:.が似た

色，ViiJで、よ'1{1" も I~tぞくしまっているため検出が肘難であったが、ほほ、車[lL( に立ち r-，がる。壁iZ は

主R辺では約0.5m である。 qr央には士山IA~炉が、隅には 4 本の柱穴がある。

カ Î は、J:1l11ボ力 iで床Itli L! r 央 rtr~ を f，'{かに掘り窪めである。は栴円形で、長 '11!110.8m 色、

mX深さ0.05mと浅く摺鉢状を32している。プ〈は各悶に 1 r1i己した 4本で、これが

穴である。 4本のれ:穴は深く、江nから0.65--0.75mある。

L]II+- (j:，第74関38..-..-751珂59である。沈料!で1!ll~文部を i玄:Illiî L II!I純文にi'NiI:Hしたもの (38..-..-

41 4'( )や、 i町liLl-，J引1-;;の降;RfにJi}って京IJ英文を制したものは5 413)がある円 313• 39は深訴の

、u縁部が僅かに外反し)JI司cl二くで膨らみ、底部に向かつてすぽまる器)与と考え

られる。 49..-..-53は、縄文!万1休の端部結束の痕が縦位Jこ認められる例である。は、 11I1イてi

イjなどが 4侶/1¥…上している。

本住居跡の11寺山]は、力iの形態や土器から 1=11JVJ末葉と考えられる。

S 131 (第44• 451盟、岳民l刻版@凶版 7) 

i二 上 の 端部、 LF51グリッド杭をrlJ心にある。 S1 30竪穴住居跡の北西側約3.5

111(....↑リチ両刃る。この部分の第百層11こ!に、直径約3.5111の円形の褐色土プランとして検出した。

平面形はi立径4.5mの不正円形であるが、北東辺と北西辺が整った形の弧ではなく直線的であ

る。このため平ltI5形は 3つの頂点カリ:Lくなった正可形状に近い。本住居跡は南四側に緩く下降

する斜面iにあり、壁は雨西部を除けば、ほぽ垂直でしっかりしている。壁高は北東ff!iJで'--0.45111 
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第 1i:iii 1v~tl\j山首と 11\土造物

あるが、 I'{~IJLj iJl.ljではほとんどEえっていない。床IIIIは緩く 1'11111，があり、昨jIJLj ~;l !(:iI {l[Ijに向かっ

かに{凶討するが、それにi!'(交するノらやド~Jjで、は 、iえである

)J I (土、複式カ!でi十一IlJljAlだから [11央に[rJjかつて取り付く。 111央併lによ1 部、明恨IJに掘り込みがあ

るυ 全体の);I;I¥i実は、 [LIJさ2m 底辺1.7mのづ辛辺:向)忽に近い。イ 1 i'fl)は、床I(II中央{WJに!二

誌をfiI!，立し、これに してU.6 U.8rnωfilm~ 叶=ある心複式力 í~

O.2~O.3m の LT~)\になっている{1:切りを技んで、イilJl'I部は)jJf~:1犬、刷り込みは栴円形状であ

る。そのは行ーが J 辺O.7mfiij後、 j走行がj云il!ili1.8m JÚ il!jlìO.7m である。 1il)l'ml~ には 3

療にA小の刷、|えな!維を H本にして抗日えである。その憾の r)~{l[lJは亦く焼け、

の}，引Jllもが化している。

しである

1十
、J‘、

L ら P1~P3 と -0'えれる。 で 2本と、

がLllmlliffJ~を通る北東側に 1 本配されている。 P 4は複式炉i}[Hり込みに連なる優 Lを掘り込んで

いるところから、~住居跡よりも新しい柱穴である。!張穴住民跡の覆土は褐色体の屑で、

床iIiJに近い壁際ほと締まりがある。

炉に坦!設されたこ1~器が第75凶60で、ある。[]緑、部が直立もしくは外反すると考えられ、腕 k部

が強く膨らみ、底部に[~:リかつてやや急激にすぽまるいわゆるキャリパー形に近い深鉢形土器で

ある。断laI三角形の高い降却で区両した文部が、 11正文借と考えられる 11縁部から逆L字状に

る。この辺L字状の文様は横伎に器時 5単位施されており、そのドには逆L字問で頂部

となる無文の波状文が描かれている。

造物は、床面東側壁際から

から散在する形で l'什@

@石r[[l石館長@孝Ij片が集中して出土し、その他に

LU 1'，しているO 第76凶63は床面東壁際から、 1]を複式炉側に向

り工 し iま ミ'¥ iP、 jlから出 L

J -J._ I~ ;j I斗 Iこう1ト. q~xr.--;可て、 、主17111日少、ef.lf→±
し I~\)，-l vd-luJし ui)-JI/l... I-"IJI-IE引 IIJふ る。これによると63曾 64は、 に内

hマ:日Jー ヴ

lL1-! ':) {;) 半球状の腕部が{、;く
_，__吋!言~， I.;' )斗、 II-I-U
の/;;) 1J;:-~L111 v d- ~Iーム土1

Iペムご‘「寸ノ
リ /)~ .t玉ミ ¥ 

i -ヲ-， 、:::::三つ
し~ l... " '生)0 Vd 

は、口頭部が無文で、!JIi:Û音I~ には太い沈線で画された無文による波状文が出)司 3 単位施され

ている。波野j状文のドには斜縄文が施されているが、器mlが*11れてl京体は判然としなし Io 64は

全無文で、口頭部には縦方向のミガキが施されている。 63.64共に胎土は覆土iゃからlill二し

ている他の土器と変わりなく、焼成は普通~やや不良である。

石器は、 どド両端が尖った石飯(S191)や、小さなつまみ部のある石錐(S 192)が

している。図版46の石皿は長大な砂岩の中央部が細長く窪んでおり、一部赤変しているO この

他凹石や磨石が出土している。

本{主屑跡のH寺JtJ:Jは、炉に埋設された深鉢から中JVj末葉と考えられるO

門
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茸~ 5ヰ't B 15互の調査J己去最

S 132 (第461'_;.(1 、 I~I版 8 ) 

立平側端の、 LG55 事 56 グリ y ドにある。 r+î 々 rJLìiWJ にド降する緩~HI [JÎのJI11 LLI 1..I(:rIで、

プランとして、した。規肢は長州

円形である。床IUJはほ jとり去の l4~ さはがρ.1m でウ:ち J ~がりはしっかりしているの f':三j

して ある日出式力 I(立、 I';;j々 I!Li{l!IJの民主(こl[xiJ i，ĵ ある。 !A'~L(!jll i史郎にイilJI:I

部があり、これ して町三日現に掘り込みがある。イilJJ:li誌は Lドを打ちクくいたi15鉢が上%j立され、

これに述続して掘り込みとの 11c\Jにノ~'Jf:ラと推定されるイ îí)[:ll ì がある。イ iljj:j lì の {î は長さ û.l~û.2

m XIIJEj1が0.1....__0.15m、厚さ0.05....__0.07m MJJ~iイ i で、これを立て、防べている o 投 1'. 出

部分、石1:il'lli {Tr~分共に良く焼けている。 {jは内外IÚÎ共に被熱によっ しく亦変したものや、

ナ二一方の右だけがJljl iられているものがJうることから、これらは他の炉などに使用したの

を再利用したものが多いと考えられる。

柱穴は、炉の長軌と[I~i交する方向の屋外に i三柱穴と J号えられる 2 本の柱穴がある。 (P 1 • 

P 2)。 この他屋内の北i些I{f!lJに浅い 3@1のピットがあるo の覆土は、床1mの療に締まり

の強い褐色 I~.が、炉掘り J庁の上位には黒色を主体とする士が、レンズ状に宿している。

炉に坦設された土器(第76[文:165)は、[]縁部が直立もしくは僅かに外反し、胴中部が緩く膨ら

み、底部に向かつてすぽまる深鉢と考える。 仁i縁部と胴ド~I~以下を欠いている。 jJ開部には、沈

線で区i副されて先端が巻く逆L字;1犬の無文帯が、器周 4 施されている。逆L l i tこ

先端部は鰭状の突起様に高まっているO 二次火熱によって器全体が非常に脆くなっているO

は覆:-l二!こわから!I{!石と た{蝶石器が出土している(S 198)。

本遺構の時期は、炉の深鉢から Cí~l 期末葉と考えられる。

己 136 (弟47• 4::31述、巻頭i刻版)

、itt!!出の市西部、 LD51グリッドをiii心にある。 4月 トレンチで結果的

~ ..... してしまったが、この時に他に比べて追物が僅少ながら集lliCJる傾向を

把握ーしており、小規模な土坑が存在するものと推定していた。その後、第IV層面で土色の違い

によるプランは捉えられなかったものの、 LD51グリッドを中心に遺物の集中することがわかっ

た。精査したところ広範囲に焼土が検出されたため、これを地床炉と考え S136とした。しか

し、この時点でも平面プランを把握するには至っていなかった。そして地床炉に続く床面を精

しつつ壁および柱穴の検出に努めた結果、北辺と東辺の北部で壁と思われる僅かな段差が捉

えられ、地床炉を中心にして合計 8本の柱穴を検出することができた。柱穴配置は、 S126 a 

同様、一辺に 3本ずつ|配されたものであった。この柱配置と僅かに残る樫から推定される

居跡の規模は、長ilirrl約 5mX矩ilill!約3.5mで平面形は長方形であるO 床は堅くしまっているが

斜面に沿って緩く傾いている。壁は、四辺が既に:たわれおり、南辺と東辺の一部も不明であ
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五 市 B!互の ;V，~tf. ij記長j~

るハま fこ、 北辺と京辺 も Hnli~t な \'r ち 1--がり ることはできなかっ

た〔

均二iは、地!ょがで Ililiil出nuこある。険Ll¥ II:j'に ように rn 、 WI)ti0 .4 ~0.8m

の範[)I=IでがEJ二が分イliしており、 r;;r;j(J!iJが強く焼けていた。しかし、1"-故したところ、市北にお々

t， 1 fhdり込みがはられたっしたがって、市北 17つ斗 ので主f っfこのカ¥

2 所の地床炉が最終的に繋がったものかは不明である。柱穴は、*辺と [JEj;立に ;tí~ ぶ 6 本 (P

1 ~ P 6)が規模も大きく深いのに対し、市北辺のr!J央にある P7 P8は小さく P1 "-' P 6 

に比べやや浅い。 P1 ，，-，]") 6 P 7 P 8が;支柱と考えられる。なお、 6本の j

のうち P5を除く 5 に柱アタリが見られた。それによると柱の太さは直径0.25，，-，0.35111と舵

される。覆)卜はやや締まりのある

造物は、床11riに近いがの周辺で出 1--している。

とのはそれほどIIJJ11京ではな ~'o

は、第761立166~771三181 である。~'9ぶれも

深鉢で、[]縁 t~l~がほ し!阿部の膨らみが小さいもの(69 70)、[l縁部が僅かに外反し胴111

部が大きく膨らむもの(75)、短い[]縁部が外反するもの(66• 71 • 72)などがある。、[!.[J縁のも

のが多いと忠われるが、 ulJf;の突起が付いて波状になるもの(68)や、内面に付された鰭状突起

が[::1唇 i二に突出しているもの (67) などもある。[]縁部は 1n~文書のものが多く、 66では料突列が

砲されている。胴部施文は、沈線やi折j百三角形の|盗によってi附された無文十日，による波頭状文

(75)などが主体である。 66はLの、 70はRの撚糸文である。 石器には、イヨ倣(S199.S200)や

スクレイノ~ (S201)などの{也、 11D石.I蒋石など 6{回が1:1…仁トーしている。

本住居跡の|時期は、 ，--器からI=IJJ~j末葉~後期初頭と考えられる。

S 143 (第49図、図版 9) 
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ランは不整指I_lJ形である。 床IEliは概ね'11-出で、出)l)_を除く壁の立ち上がりは明瞭である。"-1央

やや南西寄りには複式炉がある。

複式カ二iは、長iIil!10.8mX %、~jiÎil!10.45 mょう!の大きさで、床面中央側に石囲い部、その南西側に掘

り込みがある。石l:!fI l'部は、 rlJ9と部に深鉢の IJ同を埋設し、その周囲に長さ 0.15~0.3m 、

11I品0.15~O.2m、厚さ O.05~0.lm の扇、[，-な河原石 6@を内径0.3~0.35mの円形に立て並べて

いる。掘り込みは長辺O.4m 短辺O.25mの長方形を呈し、深さ0.1mである。 南西辺には長さ

O.27m、11届0.14m、厚さ0.08111の大きな礁を横位に立てている。石囲部、掘り込み共によく焼

けており、各々の河原石内は被熱によって赤変している。なお、石阿部完i1雨後、北東側か

ら、径O.3m、長さ0.21mの掘り込みが検出された。掘り込みの周1mが偲かに焼けており、
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第五 BI乏の2J，J古記録

1]1には J器部n日々がfTまれていたところから、 1ffい(]'.出よ11[投)カiのiMJiと与えられる。したがって、

本{U百跡の炉{こは、奈川上12 つのカ iがあることが 'I~IJ jリjしたの jifL はflj然としな 1，¥が、 ]'， 

されていたと凡られるところから新しし 1がと f支式力iであった IJ]能性が強い。(1:

は、色土やlIì~出色を主体としたものである。

六(土、床lhiカhら山されず、 tUrD外出、1"から 4 1¥された': 1本はtiずれも jl'(作と深

iy;0.15~0.25 mとIJ¥規模であるが、 ら 0.1~0.15m しか lij(f~れておらず、また長引71=1 に Ir 出張の

4
h
u
 

z
句、、、 しないところから、本住!日制;に伴うものと られる。

新しい炉に埋設された]~.器(ヨ文183) は、平氏から氏i'fl~が同く

傾する深鉢である。 RLR の複節~:]縄文が焔されている。

し、)畑中部に向かつて外

造物は少なく、

式炉の石間部内から

は炉に関わるもの(82• 84)が出 i二しているにすぎなし ¥0 82は、新しい複

したものである。 UJf"討;iijが外{HlJに突き 1+¥ている。 1I縁部は無文で、

端に沈線がのぞいている。 84はI甘い複式炉の埋 i二1]1から したものである。沈線でi固された

波頭文が描かれている。石器は Urr 土していな ~ìO 本住居跡の I時期は、炉の形態と埋設され

器から中期末葉と考えられる。

SI115a.b.c (第50• 51]盟、図版11)

下位-'1i.J:1=1直iの西端部で、 LQ55グリッ卜、をI1二l心にある。 トー吉15で直径約4.5mの 円形

のプランを確認したものであるが、この時既に、西~南西部で、は床面と溝が見えており、この

部分の壁は残存していなかった。ほぼ中央部で直交する 2本のベ jレトを設けて精査を進めたと

ころ、確認面で見えていた壁溝は、 1]届0.2~0.5m あり、外局で4.85 m X 4.35 mの規模であるこ

とがわかった。また、この壁溝の内側にも、!隔0.2mxO.3m、外周で3.9mx3.2mの溝の

-!o{主Iqll-11-I1 c r 11 に l 斗 11 、ナ~ / 1-+_り
rlJ''JJ L.、 ._) .1 .l..l'..)主会 _;f'ミト¥ ー にJ 山
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~_ "~j .f.，.!- _' t._'C L_~ r_-， ~.__、，.- !~ !只'J.... -_"'!.tサミ な

v

分があるものの、新iiiのあることがわかり、 本[摂穴住居跡は前後 3時期 あると

判明した。そして、 をよ
ザ

」ー
1 C十之¥ι_ l..J ro-J 

_J.. ，JrIて I ノ ゾ ロ} -

約五'11し¥、{J¥.，'-

その内根IJ(君主溝 2)、長も古いのが一番内側(壁溝 3)と判断できた。また、 1は、壁の直下

にあるか、もしくは一部壁側を掘り込んでいるところから、控溝の外周がほぼ竪穴住居跡の規

していることも明らかとなった。

以上.のことから S1 115は、その平面形がいずれも南西辺が直線的となる

3 I1汗の竪穴住居跡(新しい11固に S1 115 a • 115 b • 115 cとする)となった。

円形を呈する

S 1 115 aは、長IIfl1ドL85mx 短Ilj[~14.35 mである。 は概ね平11::[で、 i塔く締まっている。炉

は、複式炉で南西壌中央に取り付く。複式炉の規模は、長IIfl11約1.6m、短111由約0.9mの楕円形で

ある。床面中央側に口縁部と底部が打ち欠かれた深鉢が埋設され、南西側に一辺0.8mの方形

い、その外側に掘り込みがある。 は、 と北東照に近いP1 • P 2と、石1m部を
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BIぎの調査記鈷
色白 「 三文二
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2 m S 1 115かi

S 1 115竪穴住居跡(2 ) 第51簡

はi隔O.1，...._，O.2m、床面からの深さO.1，...._，O.25mで、南西辺のJ夫む P3 • P 4の4オミである。

く残っている。炉に埋設された土器(第77図85)は、口縁部が直立もしくは僅か一部を除し 1

ム♂ J-..
ぇ_~ ，~ L. 

-ー， ， Z 寸

v、-Vd、、
斗，吋
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ヲ
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には、ワ~)れている口

士十}守プ i、三三 Hh ¥'J企庁、三':!U¥'r 1-十D T D 
(._. 1.1 v ¥，._ ... . 'a.J 0 >-l.!.:i.ノ '̂-ν_..III"王手./-0...，d、ム¥ よJ 上、?っノ

である。は、やや締まりのあるある。

S 1 115 bは、南西辺と炉の位置が S1 115 aとほとんど悶じで、仙の辺が S1 115 aよりも

られる。壁@床面共に不明である。僅かに小さい。規模は、長軸約4.5mx短f!ir!l約3.9mと

P 1 • P 2 と考えられ、も向様 4炉も S1 115 aとi可規模の複式炉だと推定される。

られるが判然としない。床らすればP4とに切られている P6 • P 7とP5の{也、

S 1 115 aの2はほとんどの部分で、面からの深さからすればP12の可能性もある。

なお、壁溝 2はSにO.1，...._，O.15mである。lの内側に沿っており、 k面i幅@床面からの深さ

1 115 a構築の際に全て埋められている。

S 1 115 cは、民~南西側の壁溝が不明であるが、長frrrl13.9mx短fP.由3.2mの規;模で、平面形
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第 1WJ j;~UJ\i立1M と LL\ !-_j立物

はS1 1 a bとや11似形である口がは、 S 1 aの出_L:にかをj乏Ililllを変えず北点担IJにずらした

J5だったと r与えられる。 SIl15aのがよI!Ll三1~_ {ii~ の北京{l[I]に法 L i 11 J JIラのf}niり込みがあり、その

11Iが1'i1"焼けて、 zr1781文194がfえっていた。 sr 115 cのかによI!L没された l' とイ号えられる。 94

l十
V 也、 ら 1 1I 6J ド tfl~が外{tl1 Lてケ:ち 1'，がる あるつ LFzの斜縄文が泌されているn

;手、. 1 I より h~ fJ 、に 11\ Lするのみで、 S1115乱に伴うしのと巧争えられる 1"， ~;'.i はうそ

て深鉢の(i皮)\，で、ヨ}771)<186~781ヌ195が 1 1\ 1'，している。 86を除いて!ilJlliJ1， ~ llllfl~ に lH~丈によっ

て波文;などが施されるものである。、i;，1 のものと、 9uのように波状11紙のものがある。 86

l' l' から II llt した。 ~I，J. ~ i がタux:公ZI床にIn¥1:し、 !lli3らみの小さい!JllijLI'fI~から IJIfiJ ド ;'fl)

にIrl]かつ かにすぽまる深鉢である。波状! ある。 I1縁;'fl)は俗文;で11IIu141)とのは降

L.ーの 1，問、ー.._~_， .1-_斗 J
，
ぺ
ノ

デて灼ず1.¥ス ザ

._. '1ν'-'" <::y 0 、ー， らは!JI，iJ点目にm 7 
J 、。ノ

が派生しており、その 1'，には!日i隔のあいた事IJ突が施されている。また1!l~文地の IJIfiJ J'，i'f[;には、

!こ連続する爪形の京IJ突タIJが 6段以上施されている。七日誌は[II]{Iと謄を状ねた隊11 の他、ス

クレイノぐ と られる剥)¥，がしている。

本住居跡のi時期は、開設されたイからI1…IWj末葉と考えられる。

S 1 150 (第521盟、図版10)

下位平の南東端部LK51グリッドを心にある。 で、 3mの|明丸)jJf:;~犬の

のi5{#.さU，54m褐色 i二プランとして確認した。規模は、長il1rli3.3mx短刺{3.2m、

は1)出丸方形を呈するO 床面iは平坦で堅く締まっている。緩い斜面に構築された住居跡であるた

め、斜面ド方に当たる j~~i側の壁は検出できなかったが、他の部分の壁はしっかりしてほぼ

である。炉は、複式炉で西iZ:lIIJ央部に取り付く。床面中央側の石IJFI部には、 L…1'::を打ち欠かれ

され、上器にして西側には長さO.36m、 m、j手さO.8mの大きく

I~. __"..- .." _1川 ~， 、-? ~ r円、庁、てJrで/口，IJ二戸 fてて It.. rニぞ〈ス7ハ rr  
lP ¥Lしりイしし， ' {;) 0 l_に.J(IIJ J5Jミイーiしソ jノし11Jt1Jぬ二IHIvd--.lx:H:V.ueJm 人 mの範囲が焼けて堅く

7ょっ工い令。切HV) J6布、は[lLl'ri;:EI'ヘJ1則出ク了と有えり札。か、 ~ 1 出 UJ 叔LI り ~oぅ ω ょっ l斗比 1I11 か、 jぺよn

ではなく若 r凹凸がある。

村コープミは、炉の史上器を挟んで南北(P2.P3)と 同部(Pl P4)の4本が主

柱穴と られ、 P1とP4のI/jcjの小さな柱穴P5が、支柱と られる。

炉に埋設された-上器(第78図97)は、仁i縁部が在肋ユに外反し!問中部で大きく膨らみ、底部に向

かつて急にすぽまる深鉢であるo []縁部とIJI司下部以下が打ち欠かれている。胴 1'，，..._，clこl部には、

断面三角形の降，出，とその外側の沈綜(1盗沈線)によってIL甘された無文招;で逆L字状の文様が器問

3単位描かれ、その下にはL字問が頂部となる波状文があるO そして、逆L字状文の先端と波

頂部が連結し、連結部の下品;は無文部が下弧状に下方に拡大され、その中央には|盗帯で問まれ

た形の円形文がある。円形文の11二!には縄文が施されている。 地文はRLRの複節縄文である。
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I fiíj 如 lJri~+N} と IH I立物

J立!均(土、出力iの出Ij[lJ、q';I(ri11 りとから'，i~IJ れて 1 1\ !-した¥36の 1- などが11¥1-している二 96(土、

11脱 却 が に 外}jくし、 )JI，iJ1 11 ;'11~ でおだやかに jj~; らみ、 JJH ト (TI~ に jtlj かつてやや二リこすぽまる

である。ヂ 11総で、 IJI ， ij トー立I~ を欠 L' ている。 l![tえの 1 1 i前'Ý[~から、~:主主JíJ.で p!!Î さ.iLた逆 L 状之がお

J，iiJ ~i rn作施え:され、さらに逆 L'j<状丈と逆 L'jぺ状文:との 111]からも J!lIi 文J;;;が ffi~ トe し、この飢えJi;:

(iHI，iJlll 郊で討IHir に JH~IJI:Jする l! [li 丈イ;;;による i位以状之の波ll' i r'fliに)!幻Iijしている。その寺山県、 IJH[-

で は 、 えI自に、丈でされた出{¥'tのS' りくが :ii'j'L付巡る)1;となっていまた、

11械部から ffi:トーする 1![~文イ;;;の IJ;![山こは京IJ~~グIJ で光明された 111 !lラ文が胞されている。この 1-- おの

1 11 縁日I~ は強~ ì ゆく[ドj 火熱で、グド変し ~i~l(rÎ の会I]?告もはられるところから、がにlfjL没された

，--出であると J与えられるが、そのIIll!'Iと、ここにfがった1'11111 は不明である。行部には、 I"I~ Iで

併イ iのもの (S~11.S~12) が 2 点 11'1 '-.している。

本{…U;I倣;のlば:1OJは、 11'1!-.I'.およりIjIJUJAく史と J号えられる。

( 2 )掘立柱建物跡

S B 126 (第531辺、!ヌIJuj22)

トの北側、 LP57 グリッド杭を中心に検出した。本遺構は、ウ;ち L~がりがしっかり

している大きめのピット、 P1~P4 を主体にした fJal建柱建物hl~; と考えられる。全体の規肢は、

およそ長辺3.5mx 短辺 3m で半面iプランは長)]n; をr_i~ cj る。その L~IIII[I方向は N-35
0 Eを指

す。 P3を除くピットの上[[[I形は楕円形であるが、底ffliJIラは、 4作Iilのピット共に北東方[fJjに長

い形状で共通している。また、 P5はP2とP3から等距離にあることや、 P1 • P 4の間に

ある P6がP5と対を成すように見えることから、この 2何のピットも 4{Ii'ijのピットと関係を

もっていた可能性がある。これらのピット間の距離は、 P1 P 2が2.5m、P2 P3が2.85m、

P3-P4が2.6m、 P4 -P 1が2.91'n、 P2-P5がl.Gm、 P3 P 5が1.6m、 P1 P6 

が1.7m 、 P4-P6 が1.2I111 である。ピ y トの規模は、長[lilhO.5~O.6m 短 ilîrtIO.35~O.5 111 X深

さO.95m""-'約 1mである。これら

層で共通している。

S日I53 a • b 三j)

は、 1'.や褐色土を主体にした比較的締まった L

f{立平坦!立iの北{H1J、 LQ56グリッドを中心lこ検出した。木造構は、やや大き日のピット P1 

~P4 のまとまり (S B 153 a)と、船体的にそれらよりやや小さいピット P5-----P8のまとま

り(S B 153 b)の、少なくとも各々 4似のビソトが主体となっている 2棟の掘立柱建物跡と考

えられる。大きさは!持者で長辺が約3.8mx短辺が 2~2.3m である。 プ ランは長形 を呈

すると考えられる。これら 8個のピットは、方形状の配置から P1.P2 P7.P8とP5 

P6.P3.P4の組み什わせも考えられるが、 SB 153 aの 4@1のピットが大きいことから

先のような組み合わせを想定した。 2つの建物跡は長11¥[:11がN-35
0 

Eと同じ方向を指し建て換

81 
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~g 1 fii1 検出j立備とL!¥!二j立物

えの I もあるが、切り行うピット IIUの さなかっ また、 P10~P12 は、

IYJj!:liするものと考えら本住物1M;の III~~で Iljlll~Jí~ !.にあり、こ ~l ら 3 {[，ij[のピット(士長11

れる，~このことから、 2 つ はIL)(JJI~ を ii!: する nf能村:もある。これら主要なピット!日1の

離は SB 1.5:3 aでは P1 P 2がL.55m、P P3が2.85m、P:3 P 4が1.9問、 P4 P 

1が mで、 S13 15:1 bでは P5 P が1.8m、P6 P が1.9m、 P7 P 8が1.85m、

P 8 P 5 が2.15m である。:九どいj トの民相は、長'ljlllO.5~0.6 m 

1mヴて、:とア、 - ，1"1乙 D 1 r_ D 
J.. III '- レZノ r己ノ口 、、_，-! v .-:__ノ l を主{本とした セ ヌ } 

レXJ;""0) 0 ¥._ 

れら SB 153 a bの建物跡には SK P 145が作手1-:しており、あるいは建物跡に伴つ

りを示すものかもしれない。

( ~ i 

S R23 (ヨ辺、図版

、KR48グリッ 1，'Jt{JliJにある。木造備は、北京~南西にかけて傾斜している小さ

な沢の束{WJS K19の覆 1:.111で検出した。 SK19が僅か でいたi'mク}に深鉢を埋設したもの

で、師プJの底面は S K19壁江l]をも掘り込んでいる。この掘Jjの規模は筏約40cm程の111各[]j形で¥

この内{WJに粗製深鉢の破片が{主かに残存していた。覆j二はやや締まりのあるIl計局部士が主体で、

ある。

埋設された土器(第79図99)は、 [J縁部が外反し、ilI司L!_j吉1)で弱く膨らみ胴下部に向ってすぽむ

深鉢形土器で、ある。 IJ問中位以下を欠いている。平日縁である。端部が僅かに)J巴序する無文の [J

縁部から、沈線で画された右巻きの渦文が器mJ4単位で描かれている。 地文の縄文はRLRの

ある。

S R 'i5i (1支i版12)

下位平坦面とその束の斜面変換部の LIVI57クリッド北東隅にある。この土器は、基本属{立の

11 j語もしくはIII層に対比される桔褐色土中で検出されたが、上部の削平が著しく明瞭な掘方は

一亡、 さ 7a刀〉 つ 7こ。 された深鉢は傾斜地でありながらノド平を保つ状態で、あった。

( 4 )屋外炉

S N11 (安454図、区19反

上位平上I~l面の東側、 KN51 グリソド南東側で検出した。黒褐色土を除去した 11計百色!こ中より

したもので、当初竪穴住居跡を予想したが、柱穴や平坦面が認められないので屋外炉と判

断した。規模は、長さ 0.2~0.25rn X 11I長が0.15rn前後のよく焼けた河原石 5個を 1箇所開いた六

角形状に組んだもので、二!と四 南束。北東 南向が共に約0.55mである。この内側には深鉢を

しである。炉全体の掘方は、礁を据える所は浅く中央は深く掘ったものである。 1i部所開

いた部分には、!離を抜き取った痕跡は認められなく、金，.mi下方に開いている。覆 iては、深鉢と

円。円。



~~':1 臼rx:o)，J;]h，記長k

l 出色 1:(10YJ{，1/f1) 

2 11日出色1:(10Y1i3/11) 

，) 出色 1:(10Ylむ1//1)

〆i 出色 1:([OYI刊/11)

5 出色 1:(IOY J{/1/6) 

(1 l1iH品色1:(10Yli:Vイ)

7 出色 1'.(7，51'1什 削

iト1.5m一一

l にぷいE!1:f目色土 (10'{Hi[/:-l)

2 1l 1J~~j 色二!二 (lOj"n3/日

3 ~!~褐色土 (10YH5/6)

50cI11 

第54図土器埋設遺構@屋外炉@
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ヨiI tm j如1¥.Igj誌と11¥J-..i品物

その北pli~lilnJ凶行の!日]l ι二約O.3m 1mの明く -_; 1- されているつこれと i司仁

もの 'I!位にも見られるが、この 1'.1"は出色…1-で 1'-filでは!明く締まっている。 され

た針，(100)(土、 i く j の 7:に i斗 f~'i I~ 、I][I~j I ~ f 11ーから íl同下位に r~IJ っ かにす(ままる

Ll桜ti}l~ の大、 1': と IJliiJ ト{立が打ちクくかれている。 1I縁は先端;が丸Il去をいj:つ大小の山形状突起が、交

lf. (二作々 :3~，iilずつ付される波状 1I縁と J与えられる G ら、 i二百で、鰭状をrJ1する降

が弧:1犬に雫トーし 1t立{I't(こ繋がる。 15年，:1]:1 付{J!lj に沿って~I1J夫前jが施され、その内{1[IJ は無文である

勺， 1 

Q こ
/"";> -!'I !-_.-=t， 半、リレ!:，-I爪 C !ご !(主主 .t~l: k- ，~ I斗
り 11し九)/'-. c."ノ又たと ν.J 1 ノJ、IJ!トe'IIJ 1 品、 」で h

え~. "し

巻の11時文;が 3"ìí- iú: fI'N!pれている。渦文;と渦文の卜'~i!rlも 1n~文，:ii，で.iili結しており、この Jn~文信;の i二

端 IIJ央は、左右の弧線が合わさって山形状に尖っている。 IWiJ 古I~の純文は、 LR の縦位回転文で、

£る心 n寺!告は末葉~後期主と づきムナ1ス
」←_.-' 'j '- -0-' G 

( 5 )焼土遺構

S N21 図)

1--位平年lftliの先端、 KR47グリット:-jとI'J_LiIWJで、検IUした。規模は長軸0.6mx短i11r1l0.55m X深

さ約0.05mで、フO ランはul各円形であるO 現状の覆土は非常に薄く、焼土や炭*1/:を聞かに

含んだものである。底面は火の影響を受けたようには観察できなかった。この断面からは、底

も深い部分が斜面側に片寄っていることが分かり、 は斜面側にやや膨らんでいたも

のが詰Ij平を受けて現状の形を呈したものと判断されるO 底面はやや締まっている。

S N 144 (第54区1)

F位平上司面北側、 L057グリッド南側で検出した。本遺構はt'j!J平や撹乱が著しく、かろうじ

O
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に見え、その は1.3m

( 6 )陥し穴状遺構

SKT16 U第551刻、!刻版13)

上位平坦由j東端jの南側斜面、 KM48グリッド杭を中心に検出した。 は不明な部分もある

ものの、およそ 3つの落ち込み面を形成しているO は長111[12.4mX短'11180.55-----0.95m 深さ

0.9mで、平面プランは楕円形で、北西側がかなり膨らんでいる。仁IJ{立では不定形であるが、

下位では長'11[11.45mX短MIO.3-----0.4mX深さO.lmで溝状を呈する。その中央には、長iI1r1]0.4m

Y 短*r1l0.3m 深さ約0.2mのピットをもっO 長軸はN-25
0

-Eを指し、 に沿うように

存在している。 は上位が褐色土や1I音褐色土の締まりのある 、底面や壁際には粘性の

強い褐色上がj有;積している。

- 85 



市 B医の調布記録

S K T25 

S 1< F~8 

l 占i褐色 I~ (lOYli5/8) 

己 iijj~~泌土 iiiiìlill ，ノ品 J
3 出色 1:(IOYlnノ1)

! !!i湘色と

日 il;HD色上 (lOYli3/'!I 
l!!lr.!{-f， f 
、ー」

7 なfg色1

ハ " も ‘ 今 F

η 山?匂 Ij¥}i り/
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!沙(リ1 !!明!日何!月j占災記包七.(リハ1γ只 ι引) 
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第55図 陥し穴状遺構@フラスコ状土坑
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SKγ25 (主支!、

}上-.f打μIJι'/

;右 i節挽llJi皐憶と 11¥土造物

いるづ小¥さな沢のJ東t詩束1友;江1訂fj加仰側!日印問1.1町IJ緩;斜司:r1I而(i雨nに↑f作ii冗iri尚f凸訂Tしている G 平日nプランは楕円形で、 j提出ば筒状を呈する部分

の上江nが長軸1.7m .55m である。東{W]緩斜 r(rÎ{W]iがやや!よい摺鉢状 ~IIJ1fftl状に掘り込ま

れたものである。 r!I央に l士、長'IfIIIO.45m 短柏O.:3m 深さり.15mのピ y 卜がある。覆(土、 j二

平で褐色土を主体にした十)再がレンズ状に耽;積し、 ド干では地111土と類似したflfJ111:掲色土を主

とする。

( 7 )フラスコ状土坑

S K F 28 (第55図、図版13)

にあり、 LB48.49グリッドで検出した。断面(土中央部がす

ぼまるフラスコ形を呈するが、斜面了ほど坑の膨らみが大きく、主1.[回に規制されたものと

考えられる。規模は口径が約 1mで、平面プランは円形である。J:!寸_{l.のくびれ部分の径も、約

1.4mで円形状を呈する。覆上は、上位1/3まででは明黄褐色主体の土層と培褐色主体の

とがレンズ状になっている。造物は、床面より 5cm程高い状態で‘炭化物が検出された他、中

期末葉と思われる破片(l02~104) 

( 8 )土坑

S K 12 (第56図、図版16)

ら出土している。

上位平坦面東側緩斜面の、 SK53グリッド北西隅で検出した。 SK20と切り合うが先後関係

は不明である。規模は長isrt!2.15mX短iIill!1.75mx深さ0.5mで、平面フ。ランは不整楕円形である。

Fムー~、戸 i""'" ~~ i 、-r"LL. ;:f;_}.，:市ん"立 、 ー
は、 j氏自迎=~ (.::::仰いにムじ数日、:JiFr!iまりのあ Q

ザ~ふ_ -7 

<"，:0')/;;)0 

S K i9 (第56関、図版i6)

上位平坦面先端部の束、 KR48a 49グリ y ドで検出した。本追構は、南部1]緩斜面上に位置し、

S 1-<.21によって切られている。規模は長iji由1.9mX短ilir1J1.7m 深さ約0.6mで、平面プランは円

形に近いHi各楕円形である。長軸はN-40己 Eを指す。底面はやや東側に寄るが、断面形は

鉢状を与そしている。また、北西墜には長iM1方向に沿って緩く小さなテラス状の平坦面があり、

さらにその下の底面にも掘り残したと考えられる緩い傾斜の台状部分と、これに隣り合う小さ

なピットがあるO テラス状の面と底面の差は約0.35mであるO 覆土は褐色土を中心とする j二位

ら、 jご半の黄褐色土をL:t心とする締まりの強い層へ概ねレンズ状の堆積をぶしているO

S K20 (第56図、図版16)

上位平坦i面東側緩斜面の、 KP53グリソド北西側で検出した。 SK12と切り合うが、その関

係は不明である。全体に根による撹乱が激しく四半分を失っているO 規模は筏約 1mX深さ約

O.4m で、平面プランは円形である。断面は摺鉢~犬を呈している O 覆ニヒは比較的締まりのある
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第 i 節検1L\.ì立構と山 I~ .ì品物

~..1..J< -:.' 

じ め心。

S K22 C第盟、凶版14)

!て{立:、IIJ:t[Iliiの東斜にあり、 KQ47グリッド杭付近で検IL¥した。その北東にある SK24と

しており、本遺構のえiが新し l)o 規模はf~ 1. 9m 深さ 1.35m で、半面プランは円形である。

ほぽ手軽1点で、!底部は平岡であるc 覆…[-は、 Iまl封の壁際に地111iての穫が崩れたと考えられる

あり、これより j長jの黄出色 1'，や褐色 i二と共にレンズ状の与f~積状況を7J\

!τr! "¥ス
にノ 、.、， -_己)0 より、後期と考えられる土器小破片が出二上している

S K24 C第57• 79[盟、 i盟版14)

上位平坦面の束斜面にあり、 KP47 48グリッドで検出した。その南西にある SK22とは僅

かに重複し、木遺構の方が吉い5 出模は卜:曜の丙-南東方向が長崎2.5mX短軸2.3mであり、

下端の北東一南西方向で、は長布112.2mX短&ir1!2 mである。深さは最も深い北西側で、1.8mである。

平面プランはIII各円形を呈し、形態は t位が誌がり南東側で舘かに傾斜するものの、全体として

は円筒状を呈している。やや凹凸のある底面の中央には、 0.55mxO.35mの楕円形と径0.4mの

IH各円形の小さなピットがあり、それぞれ約O.lmの深さがある。この他北西壁際には、段を成

す径0.8m程の半円形のピットがあり、深さは約0.2mであるO 覆土は、下半の中央部では黄褐

色土や明黄褐色土によるレンズ:.~犬の堆積土で、その壁際は、地111土の壁が崩れたと考えられる

黄褐色土が断面三角形状の土層で堆積している。上半では、黄褐色土が壁際からレンズ状に堆

した上に、さらに明黄褐色土を主体にした土層がレンズ状に堆積している。この最も新しい

明黄褐色土は、人為的に埋められた土であるO 覆土からは、仁jJ期末葉と考えられる縄文土器が

5点出土している(107--- 109-~ 111は口縁部に横位の束iJ突文をもっ深鉢の胴上位~

の破片で、同一個持である。 108は、突起の装飾部と考えられる。

S K33 (第42図、図版15)

L D • L E50グリッドの出側で、検出した。 はS130と切り合い、

それよりも新しい。規模は長!Ii由1.1mx短剣10.9mで、平面プランは隅丸方形状を呈している。

底面は丸みを帯びた袋状である。長軸方向はN-60
0 

Eを指す。覆土は底面付近で、やや締

まっている ある。

S K34 (第42図、図版15)

上位平坦面の南西側先端部、 LD50グリッド南西側で検出した。南側が不明な本遺構は、

S 130のすぐ北側に隣接するが、その前後関係は明らかにできなかった。規模は筏1.1，..__.lmx 

深さ0.6mで、平面プランは略円形であるO 覆土は上官が締まりの強い褐色土である他は、

やはり締まりのある黄褐色土が主体的であるO 覆土から縄文土器片が出土しているO
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1主fj 1会11¥近存とiL¥L;与物

S K35 文LI立

、i仕上の出rJlj{WJ先端 LD!19ゲ I} "J ドrll 1
1

1
した円 (土、 ST 30と切り

それよりも，析しいと考えられる。悲u立はよえl!frIil.15 m ~~i軌

ンはイ担当悩Hff5-である はiしみをびた袋:1)¥を日している。 1云ijfi1J方向は

1..はト.'V.で、締まりの強Llif:出色トが主体にはるゥ

S K37 

T n只Oゲ I} …1<.1布，(IIIIIτj合iH'十 r [士、

するのみで、切り合いのある S130との先後民j係は不明である o 英はf壬1m前後×訟をさ O.4m

で 、 プ ラ ン はj古PJ形である。 はド位で、 とし している。

只 K:iCln京日刊支li

j二位平坦面、 LA53グリッド南側で、検出した。規模は長il!rllO.6mx短ilfril約0.5mx深さ 0.25m

で、平面プラン である。長ilf，II方向はN-300 Eを指す。 はi二位がオリーブ

住j色j二で、底部に近いところで

S K41 (第56!支])

である。

上位平坦面東側、 KT55グリッド抗を中心に検出した。規模は長ilfrlJ1.25mx短ilf[111.15m X深

さ約0.2mで、平面プランは円形に近い楕円形である。壁面南側の断由iは、緩やかな摺鉢状を

している。長軸方向は南北方向を指す。覆土はオリーブ褐色 I~ーで、 ド層ほど締まりが強し'0

S K42 (第58図)

LA49.50グリッドで検出した。規模は長ilfrllO.8mX短軸0.75m 深さ約0.15m

で、干一面プランはIII各円形である。壁はしっかりした立ち上がり
) -ア-1、ア
しl.¥;' 1-";)0 まりの

強L 、 C.1立の褐色土から下位にかけ
口 I=I~1.lニ与 R<'c乏 し 1 口口プノ 手ウ戸 1、ノ
りjJ;Iミ子匂ヒ二しこLり-Jg ¥ 'cJ-っしい¥ 0 

S K44 (第58図、図版16)

Î'1立 ~I辻Hr師の 11'央、 L N53グリッド西側で検出した。 規模は、 1mの!持丸正方形で

深さはO.35mである。 ち上がりはしっかりしている。 v 

ている以外は、黒褐色トーを主体とする。

S K45 (第58図、図版17)

下位平出面の[1]央、 LN • L 054グリッドで検出した。規模は長ill[1l1.7mX短ilfr1i1.5m 深さ

0.35~0ι5m でミ平!なiプランは隅丸の長方形である。)氏I百i はほぼ-'-1とlHで、壁は比較的急な立:ち

i二がり している。長軸方向はN… 500-wを指す。 は、底面を0.1~0.15m の}享さで締

まりのある陪褐色土が覆い、その i二を厚さが0.1----0.2mのまばら

で覆っている。この層の中央には、赤みの強い部分も見られる。

が 1m 0.65mの範

の士器(112)は焼トー

層の上にある。また底面近くからは、南側壁面際を中心にして、 0.1'""-'0.35mの焼けた
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~'j 1 tm ，t0~ tH i立 ;f~NI と II\L.1立物

が数~J付金 11 I1 されてし :る。このLIJに;士、 ちたようにはうけられるものもあるう

S K46 (者!~58問、 i立|版 17)

iご{む1!.Hllffiの[IJ央、 L054グリッド北東側で検!れした。出棋は長i!ijliO.7m 主計1[t[O.Gm 深さ

約O.lmで、平プランはlJ])¥:;に近い惰円形である。長111[11は束一回)Jli:Jjを指す。覆土は黒

を主体;とした [-..1弓lである。

S K.47 (第

下{立平l:sfl日のr!l央、 L053グリ;;!っ半!東!日IJで検出 Lた。但i:J君!士、長1M!約O.7mXβmX深

さ約0.15mで、平副フG ランは楕円形である。 開は北西側がやや緩い傾斜を示している。長111[lJ万

向はN-550 
- Eを指す。 覆::I=.は、!底近くや慌際が締まりのある褐邑土であるO

S K48 (第59問、!支!版印)

下位平坦面のq]央、 LM54グリッド北西隅で検出した。規模は長lj![I]O.65m X短'!![J10.5mX深

さO.25mで、平副プランは不整形である。断面は摺鉢状を呈している。覆土には、全体的に

褐色土が堆積しているO

S K49 (第59図、図版19)

!ご位平坦面の中央、 LM54北西側で検出した。規模は長Ilif110.6mX短組IO.5mx深さ約O.lmで、

プランは円形に近い楕円形である。長軸方向はN-45
0
-Wを指す。

で、 J二位は黒褐色土である。

S K50 (第59図、図版19)

は底面近くが褐

下位平坦面の中央やや束、 LM54グリッド北側で検出した。北西側は SK P 276と切り合う

が、先後関係は不明である。 規模は長組10.5[11X 短~4ifHO.4 m 訟をさO.25mで、平面プランは楕円

形である。 底山?の立ち上がりは急である。長111itげjI;JJはN-450 Eを指す。

体の層であるが、柱穴の可能性もある。

S K5i 

l斗
ふ

下位平坦面の中央、 LN52-53グリッドで検出した。規模は長軸1.2m×短軸O.85mX深さ

約0.3mで、平面プランは楕円形である。長紬方向は南北方向を指す。南側の壁面はやや緩く

傾斜し、底面から壁への移行は急である。覆土は底面近くで水平な暗褐色土が、その tの中央

では黒褐色土がレンズ状に堆積している。

S K.53 (第59 80図、図版17)

下位平均面の中央、 LN52.53グリッドで、検出した。覆土を切って、 SK P59が位置する。

周模は長軸1.15m 短lp由1.05m 深さ0.45mで、平面プランは楕円形である。壁面は南東側で

やや緩く傾斜している。長i地方向はN-400 Wを指す。覆上は底面近くでB音褐色土が、その上

では黒褐色土が堪横している。造物は、覆土から後期の土器(114""'-'116)が数片出二l二している。
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第 1i!1 1如H退尚一と H¥l~造物

S K54 持、 i文!)Ui18)

ド{¥l(、!えよUlui心111史、 LNR7 ゲ iJ ソド 1111)どご hj~IJ 11したr， JJ~ ，j立は長軌n. m J~山 m ス深

約0ιmで、ポィ(liプランは111品川Jf;である。!点I[liは制民状に緩く詑んでおり、りわ([iはL['(立気味で

ある。 覆]--は111{立が出色!'， j:_休で、 I~-f立は!H出L0.]-がよしている。

S K55 (ヨ160!ヌ1__ 15<1 iUi 18) 

ト1立ドl11luiのJヒ{llij、 LM57グ 1)ッド!有IJLj{l[Ijで し たら 本i立hW(;:j:S K P 227に切られている

出肢は長IlillI約0.6mX m 深さO.25mで、十rtriプランはやや小終 IIJ)1:;であるの 援 L

は砧色 L主体の)両である。

S K58 (第60• 801刻、 i文l)ux18)

jご{立 の北側、 LN58 • 59グリッドで検出した。}J;!1去は一辺が0.7-----0.8mλ深さ0.8mで、

入T~iI!Î プランはほぼ隅丸J'j形を弔する。|析IflÎ は袋状を :il している。覆!'.は rjl 央に}乎さ 0.1 mの褐

色]~-が、その L トーには1I計局色 l~_が堆積している。 造物は覆 Lr 11 { ¥'，: lJiら燃糸文が施された大引深

鉢!波片(117• 118)が、 u立より網代氏の 19)がしている。

S K86 (第(60• 80図)

下位平均の仁IJ央、 L055グリッド南東側で検出した。規模は長ili11l0.55m X短軸0.4m X深

さ0.25mで、平面プランは楕円形である。長制l方向はN 25
0 

- Eを指す。覆土はilm方の長も

深い所の|二位が黒色土で、これ以外はH斉褐色士である。造物は縄文 i二器が数点出 Lしている

(122-----125)。覆土の在り方から、ピットになる!万能t'主もある。

S K 130 (第60図、図版19)

下位平坦面の北西、 LP56グリッド、北西側で検出した。 規模は長Ililll0.9mX短 Ilirll0.7mX深さ

0.2mで、平面プランは楕円形である。 J底f:1'IJは中央部が最も低く、断面は摺鉢状を呈している。

長軸方向はN Wを指す。覆土は床面上が黄褐色二!二その一上が11吾褐色土で、 レンズ状の堆

している。

S K 131 (第60図、図版19)

下位平の;!と側、 LN58グリッド西側で検出した。規模は長軸O.7m 短軌O.6mx深さ最

大約0.15mで¥ プランは楕円形である。底面は南東部がやや落ち込んでいる。長ili由は N-

35
0 -wを指す。 レンズ状の堆積を示している。

( 9 )ピット

S K P 145 (第65図、図版21)

下位平山面の北側、 LQ56グ1)ッド東側で検出した。規模は長ili由O.4mX短ilir!lO.3mX深さ 0.25

mで、平面プランは楕円形である。誌面と患はそれほどしっかりしていな ~ìO 本遺構は、長

さ0.45mで厚:さO.lmほどの細長い礁が北西方向に約20
0
傾いて検出された。[蝶は据えであると
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第 lfiiJ t金iH.iillA持と iHI 物

J5・えられ、このfML-.は!火1111出色[-で、縦)jjIlJ1こ[.が分かれる。{躍は子11初から ¥'rてていたのか、

れの抜きl[yり叫に{点告をii'!'l】たのかは不明である。 この はS1-312fil付にあるため、 これにf'1':

うIIJ能性がある

S K P239 (立花5[文人民11:以21)

[':fit:、1;よIll(，jの111央やや京flliJ、L IvI53グリ ソド，JLjI;/JJで検11¥したっ j財J必j什1;出;~主l: は i長J三え II!判紺柚!I計山I1出110.5臼5m H計、

m人 j3京Yさ0.25mで、、li.ririプランはf:N['JJ日である。とは比較的しっカミりしている c

H!}には、長さがJり.4rn さ0.1rn ほとの市111長い{擦がI':!引先j)jl!IJにお2 はと傾いて倹II¥された。(J:葉は

抗日えであると考えられるが、この覆ー['.は};I;J，褐色 1'.で縦)jlilJに[.がりIJれる。このことから SK

P 14511iJ段、もともと燥が立てられていた ¥]Aj迫怖か、もしくは抜き取り跡に牒が抗日えられ

たIIJ能性がある。

ピット群(第61......，64.811羽、図版20• 22) 

I;;'{u: のほぼ全域から検出された。 上位、ドllJrTri点fWJにも儲かにピットの集'1-'する部分が

あり、これについては竪穴住出i亦の可能性がある(第71図)0 1~1j fHlJピット昨のqJには径0.3......，0.5

m前後の大型のものや、 10cm前後の小型のものなどさまざまである。第60"""'701文|には可能な

限りの断面図を掲載しであるが、これらの中には建物跡とした SB 126 • S B 153 a • b 以外に

もいくつかの建物跡が存在しそうである。{YIJえは、 P64.P107. P67. P90や P230 • P 207 

のあたり、 P163 • P 179のあたり、 P169.P174のあたり、 P120 • P 192のあたりにその i可能

性がある。 径0.3rn以 i二の大きなものは、大部分が縄文時代で竪穴住居跡の時期に伴う掘

跡ではないかと考えられる。

造物は SK103から126、 SK P 107から127、 SK P 108から128、 SK P 129から129、 SKP

134から130、 SK P 137から131、 SK P 155から132、 SK P 156か 1;133'"'-136、 SK P 183から

138、 SK P 185から139、 SK P 236から140の縄文土器片が出土している(第81凶)0 127と138

は隆帯で縄文を区制するもので、 131は隆信:の両側が無文になっているものである。 130は、仁i

唇部の山形部分直 Ftこ小さな環状の隆帯がある。そこから真直に下降した隆帯には、米粒状の

刺突文がある。 133~135は同一個体で、に沿って刺突文がめぐっている。

(10)性格不明遺構

S X38 (第71• 80 • 90図)

上位平坦語、 LA51 • 52グリッドで検出した。この遺構はピット P1......， Pllがおよそ 3ml2_L1 

方の範囲に集中して検出された。この部分には長さ 5mX11同2......，3.5mにわたって倒木起が認

められる c ピット群のおよそ中央には、やはり撹乱を強く受けた現存長~irll 1 111 X mの

焼=-[.f<<l2 ~rlがある。ピットは P 1から P10まで倹出され、規模は長軸0.2......，0.65rn 短軸0.2，.-.，0.5

mX深さ0.1，.-.，0.55mとさまざまである。各ピ y トの覆土は黄褐色土の比較的締まりのある覆上
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ヨiI節倹I:Hj立j'IIJと11¥土造物

u 

ザ

) の 分 か ら(士、 1--日;fJ'1 (lill毒
と々〉
t ( 218)、ス

クレイパー(S219)などが出土しているc 本構はがの!日巨性

の夜りから、 11I期末葉の竪穴式跡であった可能性がある。

S X 125 図j

下位平均rtriの北側、 L057グリ tソド北[JLift;誌で険IHした。 0.2'""0.4mの扇平な{球数日li]が、車

より約 1m りで挨jilされたu
}ー去

、- CJ 

は根の撹乱によって不明になっている。これらの大型礁に

ハナ li←J-よ1引き亡三之が [-の
ノ」‘ ~ーノc -'，.，..、…いいι

しているものがあるも

のの、各{疎開はやや離れて存在するものが多く、ここで火を使用した痕跡は特には認められ

なし'0

2 [1二!世以降

( 1 )炭焼成遺構

S N 148 (第72図、図版23)

下位平坦面の南東側で、斜面にさしかかる LJ 51グリッド南側で検出した。規模は長iliruO.4

mX短ilirll0.35mX深さO.lmで、平面プランは不整円形である。 断面は摺鉢状を呈している。

は炭化物を多量に含む黒色 tで、締まりはあまりない。

S N 149 (第72図)

下位平坦面の南側緩斜面LM52クリッド北東隅側で検出した。北東側にある SN 152を切っ

ている。範囲確認調査のトレンチで、西側の半分が消滅している。規模はi隔O.lm 深さ O.lm

で、江!こ由プランは楕円形と考えられる。断は摺鉢状を平ーしている。 福士は和1かい炭化物を顕

黒褐色土であるの

S I¥l I 52 (第72図)

下位平坦面の南側緩斜面、 LM52グリッド北東隅で検出した。南西側にある SN 152よりも

い。範囲確認調査のトレンチで西側の約が消滅している。但僕は現存長ilirlJl.lJηXIII量l

mX深さO.lmで、平面プランは拍二円形と

かい炭化物を顕著

( '2 )焼土遺構

S N18 (第72図)

ある。

られる。断面は摺鉢状を呈している。 はキIII

上位平沼面束端部の緩斜面、 K049北1WJで-検出した。特に目立った焼土が検出されている訳

ではないが、地山上|百の部分で堅い面が確認できたものである。この広がりは1.2m X 1 mの

範囲で、根の撹乱を強く受けe ている。そこには不完全燃焼の炭化材ーがあり、僅かな焼土粒が確
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第 2節遺構外出土造物

j忍されている

第 2節 '知刀
止
は
寸
金遺土出

り は、縄文時代中期末葉から後期初頭にかけての土器や、

a
 

ノノパーレ力
/

寸人 る。これらは、 出十ーするが

!、 I--r::-"

" 1。κλγ、 を加えてし 1く。

( 1 )土器(第92"-'95圏、図版30"-'32)

土器のうち、 145 146は中期中葉、 147"-'154 156は中立fj後葉、 155• 157"-'164、 169~173 は

174~213 と考えられる。

145 146は同一個体で、緩い波状口縁の深鉢である。 RL斜縄文の地文に、経線による渦巻

文が口縁部~腕部に施されている d 147"-'154. 156は、服部に断百万三角形の隆帯もしくは沈線

や刺突列で画された無文帯でL字状文等が描かれているものであるo 150"-' 152は同一個体であ

る。 154の沈線は、先端が細いへラ状工具によるものである。 155"-'159は、口縁部が「く」の

字状に内傾し、口縁部に山形の突起が付いて波状口縁となる深鉢である。 155の突起内側には

鰭状の隆帯が付されており、他は降帯の両側に刺突列が施されているものである。 157は中央

に大きな孔のある突起部破片であるo 160は口縁部に沿って l条の刺突列があり、 161は降帯上

に刺突が施されている。 162------164は、沈線で固されたl隔の狭い降帯の結合部や口縁端部に小さ

な円形の貼付文を付し、その中央に刺突を加えたものである。 165は波状口縁の深鉢で、無文

の口縁部と腕部との間に隆沈線の飽きれたものである。 169'"'-'173 

ら、腕下部に向ってごく緩やかにすぼまる

ある。 ヘ

ある。無文地に口

る 1 組 1~2 -l- 1斗-r円
正り ，) l. ，) 

J戸斗" -ヲ戸?、 プ

e4し し"1宅Jo vL 

よるものと考えられ、器に向って左から右方向に粘土がかき取られ、除去されなかった

塊が右端に残っているものもある (172.173)0166------168、174'"'-'177、179 180は口縁部が無文

で、胸部に斜縄文が施されているものである。 174 175は同一個体で、強く膨らむ桐上部から

し口縁部が屈曲している。 179• 180も同一個体で、無文の口縁部が外傾するO

181"-'191は、口縁部~服部に縄文だけが施された深鉢である。 187ぺ88は胴上部~中部が膨ら

むものであるo 188---191は撚糸文が施されている。 192'"'-'194も同一個体である。無文で外反す

る口縁部の端部に列点状の押圧が加えられ、日程上に細い波状の粘土紐が貼付されたように見

えている。この土器は、晩期後葉の深鉢かとも考えられるが、他に晩期の土器は出土していな

いため、ここでは中期後葉~後期初頭の土器としておきたい。 195"-'213は底部である O 全て深

鉢の底部と見られる。木葉痕の付くもの(195• 197)、網代痕のもの(198)、不明だが痕跡のあ
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るもの 096• 199)がある

( 2 )石器(第96---100!X1、図版/14------/16魯

遺構外から二した石器には、錐(S 226)、小型行箆(S 、スクレイノ(S 228~ S 240)、

S 245穆 S246入[Ii]石場 S 247 -._， S などがある。

S 226は両市iに組iかな剥説iが入る T字形のつま 。 している

S 227の小引の石箆l土、t[ll告でメJ吉!iの主は卒!1Iかい。 S228~ S 2，31は縦長斜!-j-の先端を刃部と

! や てZ ケ1..イ!-.，{ーマτ 主主主の((ミつつ9，--仁三
_/ .._".. '--'ー， -】-~ - し ヌケーナ戸 τト 土バ， ( ぐりつ 1'¥ムJ七っさ

こ- -・"/ V "'-.:_.: ¥.-._jι;;_JJ.._/ [-/-v__j -00 

S 232は刃部を直刃状にしたもので、 S234は傑皮のある横長部jずである。打点の反対但IJと右

側縁とに~Ill i調整を施して刃部をつくったものである。 S233 S 235~ S 241は側縁に刃部を

ムっ( 只?'i日 し、 S239 したものであるら S 242は

頭器状の石器で、片側全面に粗L したものである。 S243は縦長剥片の右側縁に二次

加工がある。 S244は先端部が三角形状を呈しているが、 はそれほど及んでいな liO S245 

とS246 ある。前者 と刃部を欠損しており、後者は両側 に磨かれた

定角式の石斧である。 S246の刃部右側はやや短くなっている。 S247"-' S 253は磨石と凹石を

兼ねたもので、 S254 • S 255は磨石である。 S247"-'S252は、 礁で断面の厚い S253と

S248を除くと両側に凹部をもっo S 254 • S 255は新面の厚い礁で両面を磨り面として利用し

ている。
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9表石器観察表(6 ) 

イI~f日話;り は11民主?リ J il-l:よ出じくφ ZJ if二iえl/…i¥-長iミノ 4j，止・iu¥( IAえ 重量(g 1i 質

S 170 S 1 26 1111 イi 119 63 51 1140，8 堆積ZJ
S 171 47 S T 26 a /1 107 75 39 390.6 安山

S 172 47 S T 2fi ノノ 114 79 48 1181.11 
I1 

S 173 /1 n 110 tつ)，つ} 2ら7.7 ノノ
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S 47 ノノ ノノ 86 79 33 ~96.3 
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ノ¥。 ーー 61 33.5 14 15.9 
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S 195 44 5f仁J 円25 10 7.7 // 

iづり6 48 ノノ Ilj]石 @14宝石 28 138.9 安1I1山一

トヲ 1 ~)'{ 4出 /ノ 11 むり わδ 30 94.7 11 

SHJI:) 48 ö~1P ノノ 124 86 67 794.6 ノ/

ごコ 44 S 1 イgゴ- 刻biト人ト し4h} 05 ドL イ:::]

S200 44 f/ " よrゴ、むr、 l ムつ 25 0.6 

S201 44 クイ 80 41 9 24.8 

S202 40 :6 6.6 

S203 I 48 11 凹 石 80 33 26 75.3 安山岩

S204 48 ノノ 山石 l官1--i 64 61 34 138.7 ノノ

S205 48 /ノ IJiI石 92 104 62 523.8 

S206 48 !脅石 124 53 37 .7 

S207 48 ノノ 凹 イ5 164 69.5 40 508.5 

S208 48 日1]1:]• )蒋石 130 87 52.5 '36.0 ノノ

S209 S 1 115 スクレイノfー 49 24 7 b 

S 210 Ilfl石@磨石 116 78 30 248.9 安山岩

S 211 S 1 150 ノノ 101.5 93 57.5 676.0 ノ/

S 212 ノノ 84 86 32 214.4 
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6 的分析
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L主主地追跡IIjで住出跡の炉の士、炭焼き窯の床あるいは壁の部分から試料を採集して占地

磁気研究を行った。この調査の I~] 的は試料に保存されている熱残留磁気の方向から年代を測定

することにある。

住)苦E亦の炉から した試料は、 S136炉A から 19~jlik S 1 36炉Bから16@1、 S136炉Cか

ら10個、 S N144カか〉 ら24{!i促伊jf古Iik S 1 150:土カ炉炉rJ炉炉lド丙三ゴiか ら1凶6佑個iの計計-8邸5佑個iである (S136カカ灯炉τ7二i!にこつ いては、 焼:士土1士士プ二-範

i問Z主現?目!が!法よいのでで、、便宜的に北から A"'-'C部分に分けてある。)。 炭焼き窯から採集した試料は SN

149から 15~圏、 S N152から30個、 SN05、 SN06、 SN07から各10{ffi1、 SN08から 6 の計81

個である。これらは一辺24mmの立方体状のプラスチックホルダーを挿入する方法を用いた。

傾きの補正を行うため走i旬、傾斜を現地で測定し、後の計算に用いた。

した試*:1はスピナー磁力計(テラテクニカ社製RM で概定した。スピナー磁力計

では一回の測定で磁化の二成分しか測定できな ~ìO このため試料を 6 問回転させて測定を行い、

それぞれの成分の 4田平均から磁化三成分を求めた。しかし、この磁化の方向はサンプルホル

ダーに固定した座標系による値である。求めるべき数値は試料採集地点における数値である。

現地の走向、傾斜を用いて座標変換を行い、二!と、束、鉛直下向きの成分を求めた。ある試料に

対して交流消磁も行った。交流消磁は二次的に付加した磁化成分を消去する方法である。消磁

の{9IJとして第1011玄]1こ S1 150炉の場合を示すO このほ!はの表示法で 、黒iしが

あるの消磁磁場強度を大きくするに従って磁化成分は減少し

ている。しかも、減少方向は最初から原点に向っているため S1 150の場合には二次磁化成分

は含まれていないことが分かる。統計_1'1']に不適当な試料を取り除いて平均処理を行った。第102

図に各試料の磁イヒ分布状況と最終的に得られた平均の磁化方向をシュミット l弓中にプ口ットし

であるo [盟中の楕円は95%信頼区間でこの楕円形に95%の確率で真の{躍があると考えてよい。

楕円は小さい方が望ましい。第11表には得られた結果をまとめである。

炉跡の試*~I に対しての古地磁気結果を見ると、 S 136炉A、 S136炉B、 S136炉Cの試料

に対しては誤差が大きく、年代の推定は困難であった。しかし、 SN144、 S1 150炉の試料に

関してはまとまりもよく、年代推定は口J能と思われる。 Ohno(1991)は別府湾の海!氏堆積物を用

いて過去一万年間の地磁気偏角、伏角変化を求めている。この偏角、伏角変化を秋田での値に

し、測定結と共に示したのが第である。実線が地磁気永年変化で4400B_ p_から3800

円
ベ

U
A
1主
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P 付近に掛めて近いS 1150カi)Uニ4200B B.P.まで心してあるら ;，1，{九がで SN1L14、

['，'1出・1には4200B. r . riii後と行{:〉ιできるら 1 J 50カS N 111、る。って、)♂ 

はな l'0 には縄文LI'WH麦葉と解釈されてし 1る点と
z.J 

イ Jn

S f'¥J05 S N06.， N07、S N05"-' S NOSの考[Ji守角711釈では SN08が一書年代(J<Jに占

行ってい
~人ご 、

'.::l-.， /)・'?これらの立けζ~Iれていの/lIHで行くなることが/J<

S N152はl梼抜しS N 1t19、ないため誤差が大きく、年代を推定するには去らなかった。

である。広岡(1988)のデータを秋IJ…!に変換した地磁気変化山線とこれらの測定結果を示したの

が5fn041玄!である。 900{j-:から皮までは東に数度だけ地磁気変化111I線を束に移動する必

S N152が1180土70{ドとS N149が1440要があることを考慮して年代を推定すると、

S N149のみのま SN152に比べて新しいことになる。られる。

参考文献

占地磁気。考古地磁気京li;i"jゴによる年代制IJiと、地質学論集、第四…り"305--318 広岡公夫(1988)

SLucly of 1he eaJ'Lh 's magneLic ficlcl for Lhe pasL 10，000 years 

MeLhocls in paleomagnetism，Elsevier，254 -268 Zijclerveld，J. 0.1¥( 1967) 

Ohno， l'v1asaoC 1991) 

上谷地遺跡残留磁化測定結果第11表

考古地磁気95%信頼精密度j
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偏{犬角消!日Z

推定年代

112.83 
にo7円
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考占年代

縄文中期末葉

縄文中期末葉

縄文中期末葉

樹立中期末葉

縄文中期末葉

形態

炉~3J; A 

炉跡 B

1戸跡 C
炉 i前i

JFi 跡

ハ
h
u
p
n
u
ρ
h
u
aぺ
叶
A

ハ
H
U

つ
は
つ
け
円
ο
4
4
A

「門リ

1
1
1
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I

I
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c
J
Q
U
Q
U
円

¥
U
C
J

;_皐構名

1440土80年

1180土70司三

5.77 

4.17 

93.27 

53，78 

5.19 

11.11 

115.07 

57.06 

8 

6 

8 

23 

[1] 位以 i埠

r=jJ I'J以降

山
灰
山
氏

SN149 

SN152 

12.75 

14.87 

23.87 

16.59 

17.27 

21.26 

27.73 

31.66 

0.63 

13.49 

2.27 

-45A6 

61.95 

56.10 

43.91 

42.62 

ハU

ハU
n
H
u
n
u

Q
U

円
り
つ
け

A
ヨ

中 t~t ~現代

[1] 1丑~現代

中世~現代

中世~現代

室

炭焼き

炭焼き窯

炭焼き窯

炭焼き窯

S N 05 

SN 06 

SN 07 

SN 08 

(注)消磁磁場は交流消1誌を行った磁場強度、偏角、伏角は秋田における磁北基準の値である。
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第101国 交流消磁による磁化の減少

l理][11の数字は消磁磁場

強度でtIJ.{立はミリテス

ラである

M.N. 

0 

第103図 S N144、 SI 150炉の

結果と4400B. P."-' 

3800 B. P.の地磁気

変化曲線

第 1fiii 1-.守地;fJJ';iJ;の考古地磁気認i]1*j

w j 

02図 法磁後の磁化方向の分布

平均と95%信頼n友!日lを
/Jミす

M.N. 

9 

40 

第104図 S N149、 SN152の結果と

1000"-'1600年の地磁気

変化曲線
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第 6市 自然科学的分析

2節

年代測定の結果を り御報告致します。

なお年代{直の算11¥には11Cのこド減期とし〆 しています円ま

し 6にもとずし 1

にキ，-，勺する年代です。またの β

当する年代をトlill!の年代11宣(B.P.)とし

2 O以下ーのときは、 36に，j日

しであります。また試料の β と現在の

標準炭素 STANDARD についての との差が 2o j;J のときに

は、 Modernと表示し、 oD11C% しでありま

記

C 0 d e N o. ホ
↑ 年代(1950年よりの年数)

G a k-16824 W ood Charcoal from ト谷地遺跡 ハ
υρb 

ハり 90 

NO.1 A.D. 1290 

G a k-16825 W ood Charcoal from I~谷地遺跡 9，50:t 80 

NO.2 A.D. 1000 

G a k-16826 日Tood Charcoal from 土谷地遺跡 690 80 

T¥T，-， ? 
ム，:¥..-'.にJ

立 r)
" i.ムノ 1260 

G a [¥-16827 W ood Charcoal from上谷地遺跡 4420土 100

NO.4 2470 B.C. 

G a k-16828 W ood Charcoal from上谷地遺跡 4400 :t 100 

NO.5 2450 B.C. 

G a k 16829 W ood Charcoal from J二谷地遺跡 4300 :t 100 

NO.6 2350 B.C. 

以上
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τ

寸

1
i



3 主~í 炭化物同定

3節炭化物同定

はじめに

上谷地遺跡(平鹿郡山内村平野沢下土谷地所在)は、横手)11左岸の台地 i二lこ位置する。本追

は、これまでの発主により縄文時代仁I-Ijりjの往信助;e L坑、中tl十.L--:J，li年の炭焼!主連:構など

がt~IH されている。

ぜひ1干J_，_l.，.~円ト![~， -f 包 Hト口四--!)令下円 L・， ，一、 γ " 円 唱 r、 γ 口 n 、 γ "，円¥

b己L、市包ムく、日:ヨ'1¥1…11;!!)jV_)]j二!r='::i止グj、¥.;:)1 ':::;0 0 • ;:) 1 .5U 窃 ミコ l.50) 
.F f'、 γ rrミ S

¥.;:) 1:べ'-6L1 • 

S .フラスコ状追構(SK28) 1こl=Ittt以降の炭焼成遺構(SN01 SN05)から検出された

炭化材および、竪穴住!古跡の埋土iゃから検出された程実遺体について同定を行う。

1. 炭北材開定

( 1 )試料

試料は、縄文時代仁十i期の竪穴住居跡(S1 30 • S 1 36)、土坑(SK24 • S K25)、フラスコ状

土坑(SK F 28)、中世以降の炭焼成遺構(SN01 • S N05)の各遺構から検出された炭化材 7点

である。また、種実遺体試料(試料番号 8)中にも炭化材が数多く混入していたため、この仁1]か

ら比較的大きく保存状態も良好な 5点を任意に選択して同定する。住民跡から検出された炭化

材は住居構築材、炭焼成遺構から検出された炭化材は燃料材と推定されている。また、

よび種実遺体試料中から検出された炭化材については用途不明である。

( 2 )方法

試料を乾燥させたのち、木口(横断面).柾目(放射断面)板目(接線断面)の害iJ断面を作製し、

で観察。同定した。

( 3 )結栗

された(表 1)。ク 1)の主

なお、 ミ5;は、ニjiとして 日 会

考

村

参

北

も

f

¥

¥

}
ノ

ハ
uoo 

nuev 

i
l
-
-
1
4
 

¥
/
 

立

井
σγ 一、一

〆
f
t
¥

村田， 1979)に従い、一般的性質などについては「木の事典第4

にし fこ円

@クリ (Casta:neacrenata Sieb. et Zucc.) ブナ科

環子L材で孔園部は 1，......， 4列、孔鶴外で急激に管径を減じたのちに漸減しながら火炎状に配列

する。大道管は単独、横断面では円形~楕円形、小道管は単独および 2---3個が斜(放射)方向

に複合、横断面では角張った楕円形~多角形、ともに管壁は薄い。道管は単穿子しを有し、

は交互状に配列するO 放射組織は同性、単列、 1，......，15細胞高。

クリは北海道南西部 e 本州.[羽田 a 九州の山野に自生し、また植栽される落葉高木である。

材はや 強度は大きく、加工はやや耐難であるがIrriH7J性が高い。土木@

門
/
e

A
叫
ム

1
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安H'者 自然科学的分析

家ll@薪炭材、柑木や出子主などの主が];f!られている 信f1支からはタンニン

は金1'1=Jとなる。

2 炭化材同定結果

宇i名i 点数 時代

竪穴住)討跡S1 30 縄文I時代中期末葉

2 竪穴住居跡S1 36 縄文時代r!=1期末

3 土坑SK24埋土 縄文時代中期

4 土坑SK25埋土 1 縄文時代中期

ににノ ノニノヰ7，、:1:、!ノ1、エー-ト寸JUKcJiv 7Lu  ム ム28.て1却j二一iし. 縄文時代中期

6 炭焼成遺構SN01埋土 l 中世以降

7 炭焼成遺構 SN05埋土 中世以降

8 竪穴住居跡S126 b埋土 5 縄文時代中期末葉

* 試料番号 8は5点の炭化材を選択したが、

表記した。

( 4 )考察

られ、京

)IJ 

構築材 クリ

構築材 クリ

構築材 クリ

構築材 ク1)

メマ " 
ノソ

燃料材 クリ

燃料材 クリ

リ
一
て

か
ノ
一
ー
し

同定されたクリは、日本産木材の中でも比較的強度が強く、住居構築材として適した木材と

られる。東北地方には縄文時代の遺跡が数多く調査されており、住居跡から検出された構

築材と考えられる炭化材の同定についても、青森県を中心に数多く報告されているO これらの

見ると、住居跡から検出された炭化材にはクリが多い。このことは、縄文時代にクリが

として広く利!こ目されていたことを示唆する。本遺跡周辺では、横手)11の上流部に位

~_:~: _L_ -7  

i回.~q 令
。、一
叫ぞー1'1ザア~， 、記二
乙J ぺLJ l_匂-とi~ でク 'J ! カュ! 、

された試料について同定を行っているため、各任居跡の構築材の

種類構成については検討できない。とくに小田遺跡で、は、住居!帯築材にク J)と共にオニグルミ

やニレ属が同定されており、住居構築材が 1種類の木村ではなく、複数の種類で構築されてい

たことが推測されている。本住居跡でも複数の種類で構築されていた可能性があり、他に炭化

材-が検出されているならば、今後それらの炭化材についても同定を行う必要がある。

今回の調査では、縄文時代中期の住居構築材の他に、縄文時代中期の土坑やLIJlit以降の炭焼

成遺構から検出された炭化材についても同定を行った。それらの同定結果も住居構築材と同様

に全てクリであった。この結果は、クリが構築材だけではなく、様々な用途に利用されていた

と思われる。
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第 3節 Jd:Ut物同定

2. 

C 1 ) 

ぷfl.(士、純文時代'11101の 竪 穴 跡(S1 26 b)のlA_Lから検11¥され 8 ) 

戸ぞ戸ーレ 司

にじり心。

( 2 ) 

i勾!出あるい トーにおいて、その形態i'!~]特徴から開類を同定したコ

( 3 )結果

と見られるほとんどの炭化物については、炭化@破損が著しく i司定不能であった。

同定されたものは、クリ よびオニグルミの核に近似するものが 1個ずつである。以下

)-1下づ台81Iv'-r'j，J;， ~!~ι}--~! 、ヴ戸三工l ..，j-
V'-)1，./厄二て IJ-J 'j 、Jíるに~ '- _，.." "-口w フ 0 

@オニグルミ近{以部Ccf. manclshurica Maxim. subsp. siebol仁lianaCMaxim) 

ク/レミ宇|

核の破片が検出された。黒色。破片ーは大きいもので 1cm程度。

子葉が入るくぼみがある。

は紅niしわ状で、裏面は

@クリ近似種 crenataSieb. et Zucc.) ブナ科

子葉が検出された。大きさは1.5cm程度。扇円形で、一側にふくれ、もう一側はさじ状に

へこむ。

C 4 )考察

クリやオニグルミは、貯蔵が可能なことや食用にするに際して「あくぬき」等の処理が不要

なことなどから、古来より食料として利用されてきたとされており、 FI本件地の多くの遺跡か

ら出土例が知られている(粉111，19Eti;渡辺ヲ 1984)。クリについては、材2 も多く検11;1されてい

ブ""'" 1 J 、 古

/ご、 ，~ 川 λ レ勺』
」ν 、ー』ー，.♂J 、 v) 

ーア六十一 .1-_ ~ 1_ 
( • !Y)つ [， t し __ 1_ t ，_.'、一一 、_，

~ ~.ー 「一一一 .rr "ー←ーe Ij l， /;)円 三;，一、 パl 一一'ノノ ν 、~'-__) ¥i I l_ 't)、

l寸i1-t1'j~> t ，ナ「よ_"Iーネこ f
IcトiJ¥.1 Li 

↓

hu 
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本遺跡 を二分する沢によって分けられ、 A!豆、東部IJをち区とし

した。 F¥_区では縄文時代の石器集14北151 所、石器製作跡 l箇所、 1- )之、以降の炭焼

5 ;1匹、溜 1某などを検出したり B!5<.では縄文時代のi竪穴作居跡10軒、掘立柱建物助;2棟、

ηrh] 

円
，
山 2 コス-フ一ノ i ブ干に、 ユ二

ピット 175基、中世以降の炭焼成遺構 3基、焼土造構 I基などを検出している。

は、 AI玄が主に前期の石器製作跡に関わる追跡、 B区が主にLIJ期後葉~後期初頭の集落であ

一U
ス
v

AI玄の石器製作跡からは石倣@石錐@石箆@石匙などが出一土している。 IV層からは右箆や石

匙が比較的多く認められており、近くの石器集中部もi可一層であることから、これらの関係が

指摘される。これらは、町層出土土器によって前期初頭頃の時期が考えられるO

BI玄は起状に富んだi由形のうち、主に平坦面~緩斜面に住)吉がある集落跡であるO 最も

東側の上位平場面や、その緩斜面には竪穴住居跡や貯蔵穴が、これより西側の|斗立平均面には、

竪穴住居跡の他にJ府立柱建物跡、土坑、ピットなどが集中している。

竪穴住居跡の炉は、複式炉で壁際まで達するもの(S1 31 • S 1 32 • S 1 115 • S 1 150)、複

式炉であるが壁と離れているもの(S1 29 S 1 43)、地j末炉になるもの (S1 26a • S 1 30 

S 136)に分けることができるO このうち壁まで達する複式炉は、炉の長軌方向の一端が斜面

に眺んで立地しており、 4軒ともに共通している。この一致は、風向きの関係によるものでは

ないかと考えられる。
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状文をもっ 1--.器がS1 29から、同じく二稲場式と られる ら出-土して

いる。

また竪穴住居跡のうち、 S1 26 b S 1 115を除いた炉の焼土や埋土について、骨や貝類の

抽出を目的に水洗l¥選別を行った。結果、それらに関する資料は得ることができなかった。

本遺跡では、縄文時代中期から後期初頭にかけての集落が、河JIIから非常に高い丘陵地に選

地している。これがどのよう によるものかは不明であるが、 と立地を考える

上で興味ある現象である。

150 



噌

E
A

F
h
u
 

唱
E
ム

1 遺跡遠景

(南西[>)

2 A区全景

(東[>)

3 B区全景

(東[>)

図

版



図

版

2

周宅::三~，~:"_'-" "

験:ir ¥ 「;:;二一三七 ?-: 
バ Jふ Jで錨R7・ 1 

152 -

A区MLライ

ン土層断面

(西C>)

2 S V03石器出

土状況

(北C>)

3 S V03断面状

況 (南東C>)



の
4U

E
U
 

噌

E
i

1 S S09遺物出

土状況

(西[>)

2 S S09遺物出

土状況

(西[>)

3 S S09遺物出

土状況

(南東[>)

図

版

3



1
5
品

|



2 

r

、u
E
U
 



図

版

6

S 130完掘 (南東[>)

2 S 130土層断面 (南東じ>)

ρo 
r
D
 

t
A
 



-157一

1 S 131土層断

面 (南東t>)

2 S 131遺物出

土状況

(北東t>)

3 S 131炉

(北東t>)

図

版

7



て‘... ~4.'-. .1 

J7‘. • 
宅、'<._.1，'':0

!'W'i:予言
.;'t'，. "'¥.'I.t 
・ .C ~，.- 了
、'句、

-
H印
∞

|



図題。

。∞-



図

版

叩

1 S 1150全景 (西[>)

2 S 1150炉 (北西[>)

-160 -



S 1 115完掘 (北東じ>)

2 

一161-

図

版

行



N
h
v
H

|
 

てr

(ム
wm

('t) 

)
阻
塩
的
N
Z
ω

r-.. 

ム
旺
)
同
町
一
等
坦
絡

E
E
ω

(
ム
阿
世
)
射
器

召
集
山
口
×

ω

(
ム
国
)

闘
再
出
↑
↑

Z
ω

でも元
3414叫・一崎

純;午、??可ミ
JJtfよJぺ
、ムγ理:"-. .;.~;t武雄寵

e、J



cつ
にp
.-; 

c'? 
F 

(
ム
団
匪
)

膿
蹴
∞
N
h
L
X
ω

(ム
E
E
)

回
塩
哩
刊

∞N
比

X
ω

cη 

(
ム
阻
)

鰭
眼
目
ト
リム

ω
。、a

(
ム
w
m笹
)

聴
叫

m
gト
xω

題図



-164 -

S K22土層

断面 (東じ>)

2 S K24調査

風景 (北[>)

S K22・24
完掘 (東[>)



-
HA山町
|

ω
〒ハ

ωω
湘
髄

(
卦
沿
マ
)

ト。

ω
〒ハ

ω品
別
髄

(
置
マ
)

w 

ω
ヌ
ω
切
削
猫

(性
国
マ
)

図話-(j、



(ム
桜
町且)

聴
M
m
写
X
ω

(
ム
笹
)
回
盗

哩
刊
空ゾ
ム
ω

(
A桜
)
回
溢

哩
刊
N
F
X
ω

-
mv旬

日

|

。ヲe、J

ifi!?j 
p年v
"bi .、

h.民:川

ぺ宅、 .:.，、'tJJ，Jif 

¥;:£?定"
図堕 巴



-167 

S K45完怨

(束じ>)

2 S K46完掘

(南1>)

3 S K53完擬

(南西1>)

図

版

げ



(ム
回
#)

間
報

Mmgxω

(ム
#
)

掠
脱
出
回

Xω

(ム
匹
以
有)

思
叫

m
g
uLω

-
∞φ
-

ー

c") c、d

1275.J77jJ;ザやら
‘v;'r-f. K 

v. 
r'・ ・

堕|図



-169 -

S K48~50 

完掘 (南1>)

2 S K 130完掘

(南西1>)

3 S K 131完掘

(南西1>)

図

版

叩



l
H斗
()
1

ω
×
ω
∞
ゆ
糊

(
週
湖
マ
、-'

ω
Tハ豆
t川
町

削
讃

(
置
マ
)

ω
〒
ハ
勺

4
M
@

H
汁
温
咽
際
司
副

(E
wm
マ)



(
A桜
恒
)

掠
則
m
o
e
止

X
ω

(
ム
桜
姪
)
阻
塩

田
町

Naxω

(
ム
桜
置
)
阻
塩

田
守

Faxω

F 

C、J監図

l
Hト
H
l

c'? e、4



図

版

辺

n
d
 

ni
 

'
E
A
 

S 8126完掘

(南東じ>)

2 8区西側ピッ

ト群風景

(南C>)

3 S K45とピッ

ト群 (東C>)


	akbunkazai241_Part1
	akbunkazai241_Part2
	akbunkazai241_Part3



